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第１章 研究を進めるにあたって 

１ 研究主題 

 

 

 

２ 主題設定の理由 

新しい学習指導要領及び解説では、小学校から高等学校までの 12 年間を見通した指導内容の

体系化が図られ、特に高等学校の球技では、「作戦や状況に応じた技能や仲間と連携した動きを

高めてゲームが展開できるようにする」２）ことが求められている。また、球技の技能は３つの

型として分類され、そのうちベースボール型では、「状況に応じたバット操作と走塁での攻撃、

安定したボール操作と状況に応じた守備などによって攻防を展開すること」２）が技能の内容と

して示されている。 

  さて、これまで自分の行ってきたソフトボールの授業は、従前の学習指導要領を踏まえ、単

元の前半で個人的技能を指導し、後半ではゲームを中心とした展開の中で、場面に応じながら

集団的技能を指導してきた。しかし、実際に行われたゲームでは、１つの集団的技能を指導し

てもまた新たな局面が生まれるため、守備側が簡単に出塁や進塁を許し、大量失点が繰り返さ

れることとなっていた。 

  これは、ソフトボールのゲームには多数の局面が存在するため、予定された時間数の中で、

全ての集団的技能を指導することができなかったこと、ゲーム中の場面に応じた指導では、状

況に応じた守備ができるようになるために必要とされる内野手の動きに着目した指導が十分に

できなかったこと、また、従前の学習指導要領では、種目選択によって生徒に種目特有の技能

の積み上げが十分になされて来なかったことなどが原因と考える。 

  ところで、王・進藤は、「ノーアウト・走者なしの局面から、ツーアウト・満塁までのすべて

の局面を網羅的に、しかも限られた時間内で初心者に教えることは不可能」11）としながらも、

ソフトボールのゲームの状況を大きく３つの局面（段階）に整理している。すなわち、生徒の

能力・適性を踏まえて、３つの局面（段階）の中から特徴的なゲームの状況を選んで内野手の

動きに着目した学習を計画すれば、すべての局面を学習しなくても、状況に応じた守備力を高

めることができ、大量失点のない攻防を展開できるのではないかと考えることができる。 

また、状況に応じた守備力が発揮されるには、その場に応じた適切な状況判断が行われなけ

ればならない。グリフィンは、ゲームにおける戦術的状況の中で技術を用いることによって戦

術と技術を関連付けるための学習として、「戦術アプローチ」を提案している。この戦術学習を

学習過程に導入すれば、状況に応じた守備の方法を理解してその技能を発揮できるようになる

のではないかと考える。 

そこで本研究では、内野手の状況に応じた連携した守備力を高めるための、戦術学習モデル

を基にした学習過程と教材・教具を提案したい。この授業実践により、ベースボール型の攻防

の基礎を身に付け、様々な攻防の展開を楽しめるようになると考え、本主題を設定した。 

   

３ 研究の目的 

 

 

 

 

 

 

 本研究では、内野手の状況に応じた連携した守備力を高めるために、戦術学習モデルを基

にした学習過程と教材・教具の提案を目的とする。 

内野手の状況に応じた連携した守備力を高めるソフトボール授業の一提案 
～戦術学習モデルを基にした学習過程と教材・教具の工夫～ 
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４ 研究の内容と方法 

（１）本研究を進めるにあたって、理論的裏付けを文献・資料を基に行う。 

ア 保健体育科改訂について 

イ 学習指導要領及び学習指要領解説保健体育・体育編の球技について 

ウ 運動の特性について 

エ 学習過程の工夫について 

オ 戦術学習の学習過程への導入について 

カ 教材化について 

  キ ソフトボールの教材の開発について 

ク 教具の工夫について 

ケ 状況に応じることについて 

 

（２）理論研究を基にした学習過程、教材・教具の工夫の作成を行う。 

  ア 学習過程の提案 
イ 教材の提案 

  ウ 教具の提案  

 

（３）研究のまとめと今後の展望     

ア 研究のまとめ 

イ 今後の展望 

ウ 後に 
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５ 研究の構想図 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

ソフトボール授業の生徒の現状 
・防ぐことのできる出塁や進塁を簡単に許し、大量失点を 

繰り返すような攻撃中心のゲームの様相。 

・状況に応じた「ボール操作」、「ボールの持たないときの 

動き」の理解と技能発揮ができていない。 

・ソフトボールを楽しいと感じている生徒が多い反面、戦術

などは難しいと感じている。 

・ソフトボールの授業経験に、個人差がある。 

ソフトボール授業の指導の現状 
・単元の前半で、スローイング、キャッチング、バッティング 

などの個人的技能を行い、後半は、ゲームを中心に展開

し、ゲームの場面に応じて集団的技能を指導していた。 

・状況に応じた「ボール操作」「ボールを持たないときの動 

き」を身に付けるための学習過程、教材・教具の充実を図

る必要がある。 

生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力の育成 

内野手の状況に応じた連携した守備力を高めるための授業の提案 
○戦術学習を段階的に学習過程へ配置 
○教材・教具の開発と活用の工夫 

○教具の工夫
・学習ノート 
・ゲーム記録カード 
・守備の戦術カード 
・作戦ボード 
・ティースタンド 
・視聴覚教材 

〇学習過程の工夫 

○複雑な状況判断を伴う 
フォースアウトとタッチアウト 
を選択する局面 

○状況判断を伴う 
フォースアウトの局面 

○単純なフォースアウトの局面

段階的な戦術学習 

条件づけられたゲーム 

戦術的気づき 技能の行使 

○教材の工夫
・ゲーム化 

(ルールやコートの工夫など) 

 

理論研究を基にした学習過程、教材、教具の検討 

開発・工夫・改善 

ソフトボールの特性に深く触れる 

ソフトボールゲームの質的変化 

内野手の状況に応じた連携した守備力の高まり 

授業実践 
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第２章 理論の研究 

１ 保健体育科改訂について２） 

平成 20 年１月の中央教育審議会答申においては、学習指導要領改訂の基本的な考え方が示さ

れるとともに、各教科等の改善の基本方針や主な改善事項が示されている。このたびの高等学

校保健体育科の改訂は、これらを踏まえて行ったものである。 
（１）改善の具体的事項 

科目「体育」については、生徒の運動経験、能力、興味、関心等の多様化の現状を踏まえ、

各学校が生徒の実情に応じて、自ら運動に親しむ能力を高め、卒業後に少なくとも一つの運

動やスポーツを継続することができるようにするため、入学年次においては、中学校第３学

年との接続を踏まえ、「体つくり運動」及び知識に関する領域を履修させるとともに、それ以

外の領域については「器械運動」、「陸上競技」、「水泳」、「ダンス」のまとまりと「球技」、「武

道」のまとまりからそれぞれ選択して履修することができるようにする。また、その次の年

次以降においては、それぞれの運動が有する特性や魅力に深く触れることができるよう「体

つくり運動」及び知識に関する領域を履修させるとともに、それ以外の領域については「器

械運動」、「陸上競技」、「水泳」、「球技」、「武道」、「ダンス」から選択して履修することがで

きるようにする。 
その際、「球技」については、取り扱う運動種目は原則として現行どおりとするが、特性や

魅力に応じて、ゴール型、ネット型、ベースボール型に分類し示すこととする。 
                                    （一部抜粋） 
（２）保健体育科改訂の要点２） 

ア 内容及び内容の取り扱いの改善について 
（ア）指導内容の体系化 

生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現に向けて、小学校から高等学校までの 12

年間を見通して、各種の運動の基礎を培う時期、多くの領域の学習を経験する時期、卒

業後に少なくとも一つの運動やスポーツを継続することができるようにする時期といっ

た発達の段階のまとまりを踏まえ、高等学校においては、中学校第３学年との接続を重

視するとともに、内容及び内容の取扱いにおいて学習指導要領の基準性を一層明確化し、

生徒の主体的な学習の充実及び多様性を踏まえた指導の充実を図ることができるように

した。 
（イ）指導内容の明確化 

運動に関する領域を、(1)技能(「体つくり運動」は運動)、(2)態度及び(3)知識、思考・

判断に整理・統合して示すとともに、発達の段階を踏まえ、例えば、従前、(1)技能を運

動種目名などで示していたものを、その具体的な動きまで示すこととするなど、それぞ

れの指導内容を明確に示すこととした。 
（ウ）球技 

「球技」については、従前、「バスケットボール」、「ハンドボール」、「サッカー」、「ラ

グビー」、「バレーボール」、「テニス」、「卓球」「バドミントン」、「ソフトボール」で示し

ていた内容を、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育成する

観点から、攻防を展開する際に共通して見られるボール操作などに関する動きとボール

を持たないときの動きについての学習課題に着目し、その特性や魅力に応じて、相手コ

ートに侵入して攻防を楽しむ「ゴール型」、ネットをはさんで攻防を楽しむ「ネット型」、

攻守を交代して攻防を楽しむ「ベースボール型」に分類し示すとともに、中学校との接

続を踏まえ指導内容を明確に示した。（一部抜粋） 
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２ 学習指導要領及び学習指導要領解説保健体育・体育編の球技について１）２） 

（１）高等学校学習指導要領の体育の目標と球技（ベースボール型）の内容１） 

高等学校学習指導要領保健体育の体育分野の目標と球技（ベースボール型）の内容は表２

－１のように示されている。 

 
表２－１ 高等学校学習指導要領 第６節 保健体育 第２款 各科目の目標及び内容¹⁾ 

１ 目 標 
運動の合理的、計画的な実践を通して、知識を深めるとともに技能を高め、運動の楽し

さや喜びを深く味わうことができるようにし、自己の状況に応じて体力の向上を図る能力

を育て、公正、協力、責任、参画などに対する意欲を高め、健康・安全を確保して、生涯

にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てる。 
２ 内 容 

  E 球技 
  （１）次の運動について、勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、作戦や状況に応じた技能

や仲間と連携した動きを高めてゲームができるようにする。 
    ウ ベースボール型では、状況に応じたバット操作と走塁で攻撃、安定したボール

操作と状況に応じた守備などによって攻防を展開すること。 
  （２）球技に主体的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしようとすること、

役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること、合意形成に貢献しよう

とすることなどや、健康・安全を確保することができるようにする。 
  （３）技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技会の仕方などを

理解しチームや自己の課題に応じた運動を継続するための取り組みを工夫できる

ようにする。 
 
（２）高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編のベースボール型について（技能）２） 

高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編では、ベースボール型の「バット操作」や

「ボール操作」、「ボールを持たないときの動き」の例を小学校第５学年から高等学校その次

の年次以降までを表２－２のように整理し、示している。 

 
表２－２ ベースボール型のバット操作やボール操作とボールを持たないときの動きの例 

 小学校５・６年 中学校１・２年 中学校３年・高校入学年次 高校その次の年次以降 

バ
ッ
ト
操
作

・止まったボー 
ル、易しいボー 
ルを打つ 

・肩越しでのバットの構え 
・水平になるようなスイング
・タイミングを合わせた打 
撃 

・身体の軸を安定させたスイ 
ング 

・高さやコースへのタイミング 
・ねらった方向への打ち返し 

・身体全体を使ったスイング 
・スピードの変化へのタイミング
・打ちやすいボールでの打撃 
・勢いを押さえたバント 

ボ
ー
ル
操
作 

・移動を伴う捕   
 球 
・オーバーハンド 
スロー 

 

・ゆるい打球に対応した捕
球 

・大きな動作での送球 
・正面の送球を受ける 
 

・最短距離で移動した捕球 
・一連の動きでの送球 
・タイミングよく送球を受けたり
中継したりする 

・タイミングを合わせた捕球 
・味方の動きに合わせた送球 
・次の送球をしやすいボール 
の捕球や走者の状況に応じ 
た中継 

・コースや高さをコントロールし
た投球 

ボ
ー
ル
を
持
た
な
い
と
き
の
動
き 

・簡易化された 
ゲームでの状 
況に応じた走 
塁 

・全力疾走での塁への駆 
け抜け 

・減速、反転による塁上で
の停止 

・円を描く走塁 
・打球に応じた走塁 
 

・タッチアップの動き 
・仲間の走者の動きに合わせ 
た進塁や帰塁 

 ・守備位置での準備姿勢 
・ポジションごとの基本的 
な動き 

・進塁先のベースカバー 
・中継プレイに備える動き 
・ダブルプレイに備える動き 

・状況に応じた守備位置に立 
つ 

・中継位置への最短距離の動 
き 

・仲間の後方に回り込む動き 
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本研究では、内野手の守備に関する視点としての「ボール操作」と「ボールを持たないと

きの動き」を表２－３のように位置付ける。これは、教材づくりの視点に関する部分のもの

であり、評価については、第３章の指導と評価の計画に基づき行うものとする。 

 

   表２－３ 本研究の教材づくりにおける内野手の守備に関する視点 

ボール操作 ボールを持たないときの動き 

・タイミングを合わせた捕球 

・味方の動きに合わせた送球 

・状況に応じた守備位置に立つ 

・進塁先のベースカバー 

・仲間の後方に回り込む動き 

  

３ 運動の特性について 

（１）特性に深く触れることとは 

   高橋は、「生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現をめざす体育授業では、運動の楽しさ

や喜びを味わうことに着目した学習、つまり機能的特性を体育の学習の目標や内容として位

置付けることが大切である。機能的特性により深く触れるためには、体力や運動技能の向上

をはかることが重要になってくる。運動技能とは、具体的な運動課題を達成できる能力のこ

とであり、技術、戦術とそれらを支える体力で構成される総合的な能力のことである。球技

などでは、主に戦術が運動技能の向上をはかる重要な要素となる。」３）と述べている。 

   本研究では、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力の育成を目指す

に当たり、主に機能的特性に着目した。上記で述べられている「球技などでは、主に戦術が

運動技能の向上をはかる重要な要素となる。」３）という部分から、生徒が機能的特性に深く

触れることができるように、単元の中に戦術学習を段階的に取り入れた。また、次項で述べ

られているソフトボールの特性を見ても、本研究は、機能的特性のみならず、構造的特性に

も深く触れることができると考えた。 

 

（２）ソフトボールの特性４） 

ア 機能的特性（生徒から見た運動の魅力） 

ソフトボールは、攻撃側と防御側とに分かれ、攻防を規則的に交替しながら、一定の回

数内の得点で勝敗を競い合うところに楽しさや喜びを味わうことのできる運動である。特

に、バットでボールを打つところに 大の魅力を感じたり、打たれたボールを捕球して打

者や走者をアウトにしたりするところに面白さがある運動といえる。さらに、ルールや場

や用具を工夫して、攻め方や守り方の戦術や作戦を工夫しながらゲームをすることにより、

いっそうソフトボールの楽しさが深まり、発展していき、だれもが楽しむことのできる運

動である。 

イ 構造的特性（運動の独自の技術的構造・ルールなど） 

    ソフトボールは、投げる、捕る、打つ、走るなどの個人技能や攻撃や守備の戦術が重視

され、変化に富んだゲームが展開できる集団競争型で攻守分離型のスポーツである。特に

正確にコントロールよく投げたり、捕球した後、素早く瞬時の状況判断のもとに投げる技

術が要求される。また、打者においては、アウトカウントや走者の位置により打球の方向

や強さを工夫する能力が必要となり、走者においては、瞬時的な状況判断により進塁した

り、塁上に止まったりするなどの技能が要求される。    

  ウ 効果的特性 

    ソフトボールは、ボールをバットで打ったり、ゴロのバウンドに合わせて捕球したりす

る調整力や素早く打球の正面に移動してボールを捕球したり、走者として素早くスタート

して、進塁したりする敏捷性や瞬発力などの体力的要素が必要とされる。また、状況を素
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早く判断して行動に移す判断力も養われる運動といえる。さらに、集団スポーツにおいて

競争をともなうことから、協力やマナーなどの社会性が育てられるスポーツでもある。 

 

４ 学習過程の工夫について５）６）  

単元の前半では、診断的段階として、個々の生徒やグループの技能や態度の実状を明ら

かにするために「診断的評価」を行ったり、これまでの学習の復習的な内容を行ったりす

る。次に、形成的段階として、単元の目標を達成できるように有効な教材・教具を適用し

たり、効果的な教授行為（説明、提示、発問、助言）を活用して学習内容を習得したり、

習得した「技能」や「知識」を活用し、「思考・判断」を深めたりする。単元の終盤は総括

的段階であり、発展的内容を扱うなど、学習過程を工夫していくことが大切である。 

それぞれの段階を学習過程に組み込むには、次のようなパターンがある。 

パターン１：単元を３つに分け、段階的に学習をする。 

パターン２：単元中の毎時の授業において、それぞれの段階を経て学習をする。 

パターン３：単元を３つに分けるのではなく、徐々に時間配分を変えて学習をする。 

 

●パターン１

時間→

●パターン2

時間→

●パターン３

時間→

総括的段階

発展的段階

診断的段階

形成的段階

診断的段階

復習的段階

形成的段階

習得と活用

総括的段階

診断的段階

形成的段階
総括的段階

 

図２－１ 学習過程のイメージ６） 

   

本研究においては、パターン１を学習過程に用いる。学習のねらいの１を診断的・復習的段

階、ねらいの２を形成的段階（習得と活用）、ねらいの３を総括的・発展的段階として授業を展

開する。 

 

５ 戦術学習の学習過程への導入について７） 

  本研究において学習過程の形成的段階（習得と活用）にグリフィンの戦術アプローチを用い

ることとした。 

（１）戦術アプローチの目的及び目標 

  ア 目的 
技術練習を適切な時期に行うことや、ゲームにおける戦術的状況の中で技術を用いるこ

とを強調することによって戦術と技術を関連づけ、生徒のゲームパフォーマンスを向上さ

せることが目的である。 
  イ 目標 
  （ア）ゲームの戦術と技術の発達とを結びつけることによって、生徒がゲームプレイの有能 

感を獲得することができるようにする。 



 8

  （イ）生徒が活動そのものを楽しむことができるようにする。 
  （ウ）生徒にプレイ中の問題を解決させ、意思決定を行わせることができるようにする。 
 

（２）ゲーム指導における戦術アプローチの論拠 

ア すべての生徒により大きな関心と興奮をもたらす。 
イ 特に、ゲーム場面で技能を有効に発揮できていない生徒の戦術的知識を向上させる。 
ウ ゲームでのプレイをより深く理解したり、その理解をあるゲームのパフォーマンスから

他のゲームのそれに効果的に転移させる能力を発達させる。 
 

（３）戦術アプローチ 

戦術的アプローチとは、「ゲームでの技術の使い方に焦点をあてた学習」である。戦術アプ

ローチの指導過程をわかりやすく説明するために、３つのステージにまとめ、図２－２のよ

うに示した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２－２ ゲーム指導のための戦術アプローチ７） 

 
ア 修正された・誇張されたゲーム（条件づけられたゲーム） 

    生徒に戦術的課題を意識させることをねらい、「この状況の中で成功させるためには何を

行わなければならないか」という問題に取り組まざるを得ないような、プレイ条件を浮き

立たせる。 
  イ 戦術的気づき 
    ゲーム場面における問題点とそれらの解決法を見つけ出す能力として定義される。条件

づけられたゲームの後、教師の発問によって導かれ、生徒は技能をどのようにゲームで発

揮すればよいか認識した上で練習等に取り組むことになる。 
  ウ 技能の行使 
    生徒が「何を行う必要があるか」「なぜそれを行うのか」に気づくようになれば、次にそ

の技術や動きを「どのように行うのか」が理解できる。このような理解を基に技能発揮が

できるかを確認する。 

 
学習は「ゲーム－発問－練習－ゲーム」という流れで展開される。はじめにゲームの目標

が提示され、戦術的課題を浮き立たせる「条件づけられたゲーム」が行われる。ゲームを行

った後に、ゲームを行うために何が必要で、何が習得されなければならないかといった戦術

的な気づきが、教師の発問と生徒の応答によって理解が深められ、必要性を理解したうえで、

「ボール操作の技術」や「ボールを持たない動き」の練習が行われる。そして、再びその成

果がゲームで確かめられる。このような調子で授業が展開され、戦術的気づきとパフォーマ

ンスの向上が図られていくのである。 
本研究においても、「ゲーム－発問－練習－ゲーム」というサイクルで、学習過程の形成的

１． ゲームの形式 
修正されたゲーム 
誇張されたゲーム 

３．技能の行使 
（どのようにするのか） 

２．戦術的気づき 
（何をするか） 



 9

段階（習得と活用）に配置した。岡出は、「このサイクルを１時間に組み込むことにはかなり

困難である」８）と述べている。そのようなことから、本研究では、３時間で２つのサイクル

を組み込んだ授業展開を計画した。 
 

６ 教材化について 

  高橋は、「良い体育授業のもっとも重要な条件は、すぐれた教材が豊かに準備されているかど

うかということである。とくに、体育の運動学習に関わって『教科書』がないため、教師は素

材である運動種目をそのまま教材として提供し、練習とゲームを繰り返す授業が少なくない。

素材としての運動（スポーツ）をそのまま学習させるわけにはいかず、子どもの能力に応じて

楽しむことができ、また、技能や戦術の能力が高まっていくように、素材に修正を加えたり、

それらの下位になる教材（タスクゲームなどの下位になるゲーム教材やスモールステップの練

習教材）などが提供されなければならない。」９）と述べている。このようなことから、本研究

では、コートやルールなどの条件に工夫を加え、ゲーム化した教材を開発する。 

  

７ ソフトボールの教材の開発について 

（１）ゲーム状況の整理 

ソフトボールの学習について、竹内は、「場面ごと、１球ごとに判断する事柄やプレイの内

容が大きく変ってくる。ゲーム中に難しい判断やプレイを強いられるのは、圧倒的に守備側

である。限られた時間の中で学習成果が求められる体育学習においては、守備側の判断やプ

レイを一つひとつ学習することは、困難である。」10）と述べている。 
ソフトボールの戦術学習における条件づけられたゲームとは、アウトカウントと走者の状  

  況を設定したゲームである。具体的には、「ノーアウト・走者なし」のゲームの状況から「ツ

ーアウト・満塁」のゲームの状況までの 24 の局面が設定される。 

王・進藤は、「それぞれの局面における攻撃側と守備側の戦術・技術が内容・教材として整

理されることが求められる。しかし、これらすべてを網羅的に、しかも限られた時間内で、

初心者に教えることは不可能である。」11）と述べ、表２－４のように「単純なフォースアウ

ト局面」、「状況判断を伴うフォースアウト局面」、「複雑な状況判断を伴うフォースアウト・

タッチアウトを選択する局面」の 3 つの局面として構造的に整理した。 
 

表２－４ ソフトボールの戦術・技術構造(王・進藤) 11） 

単純なフォースアウト局面 
攻  撃

ゲームの状況 守  備 
個別技術 集団戦術 集団戦術 個別戦術

・ヒッティング技術 
・バント技術 
・単純な走塁技術 
・盗塁技術 

・単純なヒッティ 
ング戦術 

・セーフティーバ 
ント戦術 

・盗塁戦術 

・すべてのツーアウト
局面 

・ノーアウト・ワンア
ウト走者なし局面 

・単純なフォースア
ウト戦術 

・進塁を防ぐタッチ
アウト戦術 

 

・捕球・送球技術
・直接ベースカバ
ー技術 

 
状況判断を伴うフォースアウト局面 

攻  撃
ゲームの状況 守  備 

個別技術 集団戦術 集団戦術 個別戦術
・ヒッティング技術 
・バント技術 
・単純な走塁技術 
 

・進塁させるため
のヒッティング
戦術 

・犠牲バント戦術 
・犠牲フライ・タ
ッチアップ戦術 

ノーアウト・ワンアウ
ト１塁、ノーアウト・
ワンアウト１，２塁、
ノーアウト・ワンアウ
ト満塁・タッチアップ
防御戦術 

・進塁させないフォ
ースアウト戦術 

・ダブルプレー戦術 
・犠牲バント防御戦
術 

 

・状況による捕
球・送球技術 

・外野手の送球戦
術 

・内野手の中継カ
バー技術 

 
 



 10

複雑な状況判断を伴うフォースアウト・タッチアウトを選択する局面 
攻  撃

ゲームの状況 守  備 
個別技術 集団戦術 集団戦術 個別戦術

・スクイズ技術 
・状況判断を伴った
走塁・盗塁技術 

・スクイズ戦術 ノーアウト・ワンアウ
ト２塁、ノーアウト・
ワンアウト２，３塁、
ノーアウト・ワンアウ
ト１，３塁・コンビネ
ーション走塁・盗塁防
御戦術 

・スクイズ防御戦術 
・複雑な状況判断を
含む送球技術 

・内野手のコンビネ
ーション技術 

 

・ウエスト技術

注１ 「単純なヒッティング戦術・技術」とは、出塁することを目的とし、打者がヒッティングをし、出塁することである。 
注２ 「単純なフォースアウト戦術」とは、１塁のフォースアウト戦術、自分の近い塁へのフォースアウト戦術である。 
注３ 「単純な走塁技術」とは、ボールが打たれたら、状況を考えずに、進塁することである。すなわち、ツーアウト時の走塁技術である。 
注４ 「直接ベースカバー技術」とは、各内野手がボールが打たれた時、また、走者の盗塁時など、捕球するため自分のベースをカバーすること

である。 

 
さらに、王・進藤は、「このように整理すると多様にある攻撃と防御の戦術・技術が、学習

者の認識対象として明確になり、学習の順序性も確実に積み上げていくことが可能となる。

そして、無数にある攻撃と守備に関わる個別的技術はこうした戦術の３つのそれぞれの局面

（段階）に対応させて、教育内容・教材として位置付けられることが重要である。」11）と述

べている。 
王・進藤の３つの局面の理論を基に、すべてのゲームの状況（アウトカウントや走者の状

況）を選択されるフォースプレイの数とタッチプレイの数から整理したものが表２－５であ

る。 

 

表２－５ ゲームの状況の３つの局面の整理表 

ゲームの状況 局面 ゲームの状況
選択されるフォースプレイの数

/タッチプレイの数

無死/走者なし 無死/走者なし 1
無死/1塁 1死/走者なし 1
無死/2塁 2死/走者なし 1
無死/1・2塁 2死/1塁 2
無死/3塁 2死/2塁 2
無死/1・3塁 2死/3塁 2
無死/2・3塁 2死/1・2塁 3
無死/満塁 2死/1・3塁 3
1死/走者なし 2死/2・3塁 3
1死/1塁 2死/満塁 4
1死/2塁 無死/1塁
1死/1・2塁 1死/1塁
1死/3塁 無死/1・2塁
1死/1・3塁 1死/1・2塁
1死/2・3塁 無死/満塁
1死/満塁 1死/満塁
2死/走者なし 無死/2塁
2死/1塁 1死/2塁
2死/2塁 無死/3塁
2死/1・2塁 1死/3塁
2死/3塁 無死/1・3塁
2死/1・3塁 1死/1・3塁
2死/2・3塁 無死/2・3塁
2死/満塁 1死/2・3塁

複
雑
な
状
況
を
伴
う

フ
ォ
ー

ス
ア
ウ
ト
と

タ

ッ
チ
ア
ウ
ト
を
選

択
す
る
局
面

１/１

１/１

１/２

２/１

単
純
な
フ
ォ
ー

ス
ア
ウ
ト

局
面

状
況
判
断
を
伴

う
フ
ォ
ー

ス
ア

ウ
ト
局
面

2

3

4
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（２）生徒の実態に即した教材の開発 

生徒の能力・適性を踏まえるために、状況に応じた守備力を高めるための学習モデルを３

段階で設定することとした。設定にあたっては、竹田の先行研究を参考とし、表２－５の３

つの局面（段階）の中からいくつかの特徴的なゲームの状況を選択して組み合わせ、１つの

モデルとした。それぞれのモデルとして設定したものが表２－６である。 

 

 

局面 ゲームの状況 
選択されるフォースプレイ

の数／タッチプレイの数 

レベルの

設定 

単純なフォースアウト局面 無死走者なし １ 

レベルⅠ
状況判断を伴うフォースアウト局面 

無死（１死）１塁 ２ 

無死（１死）満塁 ４ 

複雑な状況判断を伴うフォースアウ

トとタッチアウトを選択する局面 
無死（１死）２塁 １／１ 

 

状況判断を伴うフォースアウト局面 
無死（１死）１塁・２塁 ３ 

レベルⅡ
無死（１死）満塁 ４ 

複雑な状況判断を伴うフォースアウ

トとタッチアウトを選択する局面 

無死（１死）３塁 １／１ 

無死（１死）１・３塁 ２／１ 

 

状況判断を伴うフォースアウト局面 無死（１死）満塁 ４ 

レベルⅢ複雑な状況判断を伴うフォースアウ

トとタッチアウトを選択する局面 

無死（１死）３塁 １／１ 

無死（１死）１・３塁 ２／１ 

無死（１死）２・３塁 １／２ 

 

なお、竹田はレベルⅠにおける４つのゲームの状況の抽出理由として、以下のように述べ

ている。 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
本校３年生のソフトボール授業選択者に実施した予備アンケートによると、中学校の授業

でソフトボールの学習をした生徒は、全体の 25.8％であった。従って、多くの生徒が中学校

からの学習内容の積み上げがないことがわかった。また、男女共習であることなどから、本

研究においては、レベルⅠを選択し、ルールやコートなどを工夫した条件づけられたゲーム

「無死走者なしでは、１塁フォースアウトはソフトボールの守備戦術における も

基本的なものであり、どのような複雑な局面においてもアウトを取ることができ、1塁

フォースアウトを確実にとることによってたとえ走者が出塁しても失点を 少に防ぐ

ことができる。 

次に、１死走者１塁では、２塁ベースカバーと２塁か１塁かどちらかがアウトの確

立が高いかを選択して送球することを学習することができる。 

次に、１死走者満塁では、得点を防ぐため重要な本塁フォースアウトを学習するこ 

とができ、守備者はすべての塁に対するベースカバーを学習することができる。 

次に、１死２塁では、守備側はタッチアウトとフォースアウトの違いを認識し、適 

切に状況判断をして送球することを学習することができる。」12） 

表２－６ 本研究における戦術学習のレベル表
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として教材化したものを単元に段階的に組み入れる工夫をした。なお、表２－６のレベルⅠ

の授業で実施する条件づけられたゲーム（教材）と身に付くであろう力（技能）の関係を次

の表２－７に整理した。なお、ゴシック体については、本研究の教材づくりにおける内野手

の守備に関する部分である。 

 

表２－７ 本研究で行う条件付けられたゲーム（教材）と身に付くであろう力（技能） 

局 面 条件づけられたゲーム（教材） 身に付くであろう力（技能） 

単純なフォースアウトの

局面 

無死ランナーなし 

打者は、内野ゴロを打つ 

 

・タイミングを合わせた捕球 

・味方の動きに合わせた送球 

・進塁先のベースカバー 

・状況に応じた守備位置に立つ 

・仲間の後方に回り込む動き 

・ねらった方向への打ち返し 

・身体全体を使ったスイング 

・仲間の走者の動きに合わせた進塁や帰塁

状況判断を伴うフォース

アウトの局面 

１死ランナー１塁 

打者は、内野ゴロを打つ 

 

・タイミングを合わせた捕球 

・味方の動きに合わせた送球 

・進塁先のベースカバー 

・状況に応じた守備位置に立つ 

・仲間の後方に回り込む動き 

・ねらった方向への打ち返し 

・身体全体を使ったスイング 

・仲間の走者の動きに合わせた進塁や帰塁

１死ランナー満塁 

打者は、内野ゴロを打つ 

 

・タイミングを合わせた捕球 

・味方の動きに合わせた送球 

・進塁先のベースカバー 

・状況に応じた守備位置に立つ 

・仲間の後方に回り込む動き 

・ねらった方向への打ち返し 

・身体全体を使ったスイング 

・仲間の走者の動きに合わせた進塁や帰塁

複雑な状況判断を伴うフ

ォースアウトとタッチア

ウトを選択する局面 

１死ランナー２塁 

打者は、外野へ打球を打つ 

 

・タイミングを合わせた捕球 

・味方の動きに合わせた送球 

・進塁先のベースカバー 

・仲間の後方に回り込む動き 

・中継位置への 短距離の動き 

・仲間の走者の動きに合わせた進塁や帰塁

１死ランナー２塁 

打者は、内野ゴロを打つ 

 

・タイミングを合わせた捕球 

・味方の動きに合わせた送球 

・進塁先のベースカバー 

・状況に応じた守備位置に立つ 

・仲間の後方に回り込む動き 

・ねらった方向への打ち返し 

・身体全体を使ったスイング 

・仲間の走者の動きに合わせた進塁や帰塁

 

本研究では、この５つの教材を条件付けられたゲームⅠ～Ⅴとして学習過程の形成的段階

（習得と活用）に組み入れることとする。 
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８ 教具の工夫について 

（１）学習資料について５）13）  

生涯体育・スポーツを目ざす新しい体育の授業においては、学習者自らが学習の見通しを

もち、自発的・自主的に活動することが重要である。そのために教師は、「今の活動の中で何

が問題なのか」「どのような課題を設定して活動していけばよいか」「課題解決に向けて学習

活動の場や練習のし方をどう工夫すればよいか」といった問題状況を解決していくための手

がかりを与える必要がある。この手がかりをなるものが「学習資料」である。 

学習資料には、学習者が記録や達成の状況などを実際に記録していく記録カード、学習の

方法や練習の仕方に関する印刷物や資料などがあげられる。 

これらの教具に共通するのは、学習者が現在持っている力を知って、具体的な学習の課題

を決めたり、練習の仕方や作戦を工夫したり自分たちでできばえや活動の進め方を評価して

いくための手がかりを見付けていくために用いられる点にある。学習をより活発にし、自発

的、自主的に学習の内容を深めていくために欠かせない学習資源であり、学習者にとってわ

かりやすく、使いやすいようにその内容が工夫されなければならない。本研究においても、

学習カード、ゲーム記録カード、守備の戦術カードを工夫し、活用することで生徒の思考・

判断を促し、学習の内容を深めていくものとしていく。 

 

（２）視聴覚教材について 

   上條は、「体育授業で現在もっとも多く活用されている教育機器は、視聴覚機器である。行

おうとする運動のイメージをつかむための写真や掛け図は体育館などに掲示して日常的に活

用することができる。また、室内で熟練者の運動のビデオやスライドを見ることによって、

その運動のイメージを知ることもできる。」13）と述べている。本研究においても、ボール操

作やボールを持たないときの動きの技能のポイントや守備の戦術について、動画やアニメー

ションを用いて生徒にイメージを持たせ、それらの技能の理解を促し、技能の習得を図って

いく。 
 

（３）その他の教具の工夫について 

   本研究においては、その他の教具の工夫として、守備位置や守備の戦術、作戦などを考え

たり、確認したりするために作戦ボードを用いることや条件づけられたゲームにおいては、

守備の戦術課題に焦点をあてるためにティースタンドを用いて、バット操作をより簡単かつ

効率的に行なえるようにする。 

 

９ 状況に応じることについて 

（１）状況に応じることとは 

グリフィンは、「これまで『ボール操作の技術』の指導が中心になり、『ボールをもたない

動き』は無視されることが多かった。しかし、生徒のゲームパフォーマンスを 大限に伸ば

そうとするなら、このような『ボールをもたない動き』を指導すべきである。いかなるゲー

ムでもプレイ中にプレイヤーがボールを保持するのはほんのわずかな時間で、残りの時間に

おいてプレイヤーは攻撃のために、あるいは防御のために適切なポジションに動いているの

であり、いかにして貢献すべきか、意思決定を行っているのである。このような側面を指導

するためにより広いゲームパフォーマンスの定義が必要となる。」７）と述べ、ゲームでのボ

ール操作の技術に加えて、次のような要素が示されている。 

 
 

 

１ 意思決定         ４ ゲーム展開に対応したポジションの調整 
２ サポート         ５ 基本のポジションに照らした適切なコートカバー
３ チームメイトのカバーリング 
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さらに竹内はグリフィンのゲームパフォーマンスの要素を整理し、図２－３のように示し

た。10） 

 

 
 
 
 
 
 
 

図２－３ ゲームパフォーマンスの構成 10）（グリフィンらの考えを竹内が整理 2006） 

 

つまり、状況に応じることとは、「知識や経験・ゲーム（運動）の理解」があるときに攻防

が展開するある局面で、「意図的、選択的な判断・意思決定」が行なわれ、「ボール操作・ボ

ールを持たない動き」という技術行使をすることである。 

 

（２）状況に応じた守備の評価の視点 

グリフィンは、「従来、授業では、戦術や作戦づくりを強調しておきながら、 終的には個 

人のスキルのみを評価するという授業実践が少なくなかった。授業のねらいがゲームパフォ

ーマンスの向上であるなら、ゲームパフォーマンスの適切さやその向上の度合いが評価され

るべきであろう。」７）と述べ、観察可能な構成要素をしぼり出し、表２－８のように７つの

構成要素を抽出した。 

 

   表２－８ ゲームパフォーマンスの構成要素７） 

ゲームパフォーマンス評価法（GPAI） 
カテゴリー 
１．ベ ー ス  － ある技能を発揮し、次の技能を発揮するまでの間のホームポジションあるい
         はリカバリーポジションへの適切な戻り。 
２．調  整  － ゲームの流れに応じた、オフェンスあるいはディフェンスのポジションの調

整の動き。 
３．意思決定 － ゲーム中にボールなどを操作して何を行うべきかに関する適切な選択。 
４．技能発揮 － 選択した技術の有効な実行。 
５．サポート  － 味方チームがボールを保持している場面で、パスを受けるポジションへ移動

するボールを持たない動き。 
６．カ バ ー － ボールを保持している味方プレイヤーやボールに向かって移動している味方

プレイヤーに対するディフェンス面での支援。 
７．ガード／マーク－ ボールを保持している相手プレイヤー、もしくはボールに向かって移動して

いる相手プレイヤーに対するディフェンス。 

 

すべての構成要素が、すべての種目で適用されるわけではなく、本研究では、ソフトボー

ルの内野の守備に焦点をあてており、「意思決定」と「技能発揮」「カバー」「サポート」を評

価の要素と考えた。表２－９に本研究の状況に応じた守備を評価する視点をまとめた。 

   

表２－９ 本研究の状況に応じた守備の評価の視点 

構成要素 本研究の状況に応じた守備の評価の視点 

意思決定 出塁や進塁を阻止できるベースを選択したか。（ボール保持者の意思決定） 

技能発揮 打球を捕球できたか。ベースへ送球できたか。（ボール操作） 

カバー ゲームの状況に応じて、ベースカバーの動きができたか。（ボールを持たないときの動き）

サポート ゲームの状況に応じて、バックアップの動きができたか。（ボールを持たないときの動き）

 

技術行使＝ボール操作・ボールを持たない動き 

知識や経験・ゲーム（運動）の理解 

戦術的な気づき＝意図的、選択的な判断・意思決定 

ゲームパフォーマンス 
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第３章 授業の提案 

１ 学習過程の提案 

（１）学習過程の検討 

   本研究では、第２章４学習過程の工夫について（Ｐ７）に示した学習過程の理論を基に、その

中の図２－１パターン１を参考にした。学習過程を診断的・復習的段階、形成的段階（習得と活

用）、総括的・発展的段階の３つの段階に分け、それぞれにねらいを設定した。１～４時間目ま

でを診断的・復習的段階として「ねらい１：バット操作やボール操作の基本的技能を高める。」

とした。５～12時間目までを形成的段階（習得と活用）として「ねらい２：戦術的な課題を見付

け、課題解決のためにみんなで協力しながら、ゲームや練習を楽しむ。」とした。13～15 時間目

までを総括的・発展的段階として「ねらい３：高まった技能を発揮し、戦術や作戦を工夫し、ゲ

ームを楽しむ。」とした。それぞれの段階で実施する学習内容や活動は次の通りである。 

●パターン１ 

診断的段階 形成的段階 総括的段階 

復習的段階 習得と活用 発展的段階 

ア 診断的・復習的段階「ねらい１」について 

この段階では、まず、 初の授業のオリエンテーションで単元の流れを確認し、学習に見通

しを持たせることを、また、視聴覚教材や学習ノートを活用して、試合の進め方やルール、ソ

フトボールの用語などの確認を行い、次時以降の授業が円滑に進めることができるように考え

た。 

    本研究の対象となるソフトボール授業選択者は、１、２年次にもソフトボールを学習してい

ることから、既習の学習内容の「バット操作」「ボール操作」を中心に、基礎的・基本的技能

を基にした復習的活動を計画した。また、生徒の実態把握をするために、試しのゲームを行う

など、診断的な活動を計画した。この段階を設定することにより、教師は、生徒の実態を把握

することができ、以降の授業について修正を図ることもできると考えた。また、生徒は、復習

的活動を通してこれまでの学習を喚起するとともに新たに自己の課題を認識することが期待

できる。 

イ 形成的段階（習得と活用）「ねらい２」について 

本研究では、学習過程の中でも特に、この段階に着目した。 

（ア）戦術学習について 

これまでの私のソフトボールにおける授業実践では、単元の前半に、スローイング、キャ

ッチング、バッティングなどの個人的技能の指導を行い、後半は、ゲームを中心に展開し、

ゲームの場面に応じて集団的技能を指導していた。しかしながら、指導した技能がゲームに

うまく生かされていない状況が見られた。その原因の一つとして、生徒が、集団的技能や戦

術を理解し、思考・判断しながら身に付けていくなどの学習過程の工夫が不十分であったと

考える。 

そこで、本研究では、生徒が、集団的技能や戦術を理解し、思考・判断しながら身に付け

ていくことができるように、第２章５（３）戦術アプローチ（Ｐ８）に示したグリフィンの

戦術アプローチの理論に基づき、「条件づけられたゲーム」－「発問・話し合い」－「練習」

－「条件づけられたゲーム」の学習のサイクルを学習過程に組み込んだ。 

 

 

 

 

 

図３－１ 本研究におけるゲーム指導のための戦術アプローチ 

 

練 習 発問・話し合い 

条件づけられたゲーム 



 16

グリフィンは、「このような授業展開は、運動学習の成果を高めるうえで、大変有効な方法

である。」７）と述べている。さらに岡出は、「このサイクルを１時間に組み込むことにはかな

り困難である」８）と述べていることから、本研究では、２時間にわたって学習できるように

計画した。また、ソフトボールの戦術学習は数多くあることから、第２章で示した王・進藤

らの理論を基に、本校の生徒の実態に合わせた戦術学習を抽出（次項「ソフトボールの段階

的な戦術学習について」参照）し段階的に学習過程に組み込んだ。このような学習過程を意

図的に教師が仕組むことによって、生徒は、技能構造や戦術を理解し、思考・判断を基に練

習することによって、技能を身に付けることができることが期待できる。また、１つの戦術

学習のサイクルが技能の習得と身に付けた技能を活用（発揮）する流れになっているため、

生徒は達成感を味わうことができるとともに、次の総括的・発展的段階へ繋がって行くこと

が期待される。この段階の学習過程は、全 15 時間の中で５～11 時間目に戦術学習を配置し

た。（表３－１） 

 

表３－１ 戦術学習Ⅰ～Ⅳの配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦術学習を行うためには、まず、「中心的な戦術課題をクローズアップしていくゲーム修正

が重要となる。」９）ことから、戦術課題が浮き彫りになる条件付けられたゲームを教材とし

て開発した。（Ｐ40 教材の提案を参照）また、生徒が課題に気付くことができるようにする

ために発問を考えたり、視聴覚教材、教具を開発したりした。（Ｐ40教材の提案、Ｐ49教具

の提案を参照）１つの戦術学習のサイクルと教材、教具等の活用の関係は表３－２のとおり

である。 

 

表３－２ 戦術学習のサイクルと教材、教具等の活用の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 条件付けられたゲーム 

→ゲームを行いながらゲーム記録カード①を付ける。 

２ 話し合い 

→ゲーム記録カード①と教師の発問を基に、守備の戦術カードや作戦ボードを使ってチ

ームや個々の課題について話し合う。その後、「戦術学習について」の視聴覚教材を

活用して課題に対しての正しい動き方を確認する。 

３ チーム練習 

→課題を解決するための練習を行う。 

４ 条件付けられたゲーム 

→ゲームを行いながらゲーム記録カードを付け、それを基に振り返りを行う。 

５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

○チームの
　話し合い

○チームの
　話し合い

・課題練習
　の確認

○チームの
　話し合い

○チームの
　話し合い

戦術学習Ⅰ～Ⅳの配置

○チーム
　練習

・チームの
　課題練習

戦術学習Ⅱ

〇条件付け
　られた
　ゲームⅢ

○条件付け
　られた
　ゲームⅢ
　（まとめ）
　

戦術学習Ⅲ

〇条件付け
　られた
　ゲームⅣ

○条件付け
　られた
　ゲームⅣ
　（まとめ）

・学習の振
　り返り

・課題練習
　の設定

○チーム
　練習

○チーム
　練習

戦術学習Ⅰ

〇条件付け
　られた
　ゲームⅡ

○条件付け
　られた
　ゲームⅡ
　（まとめ）

・バット操作
　の学習

戦術学習Ⅳ

〇条件付け
　られた
　ゲームⅤ

○条件付け
　られた
　ゲームⅤ
　（まとめ）○チーム

　練習
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（イ）ソフトボールの段階的な戦術学習について 

     ソフトボールの守備の戦術を学習していく上で、すべてのゲームの状況（アウトカウント

と走者の状況）を学習していくことは、不可能であり、また、それぞれのゲーム状況を無秩

序に学習していくことは、学習の効果があまり得られないと考える。 

そこで、本研究においては、王・進藤や竹田の先行研究を基に、選択されるフォースプレ

イやタッチプレイの数を踏まえて、ゲーム状況を抽出し、レベルを設定した第２章に示した

表２－６（Ｐ11）に基づいて段階的に戦術学習を行っていく。このようなことより、状況に

応じた連携した守備であるボール操作・ボール保持者の意思決定やボールを持たないときの

動きを簡単なものから複雑なものへと段階を踏みながら、積み上げて学習することで、確実

に技能を高めていくことが期待できる。 

予備アンケートによると、中学校の授業でソフトボールの学習をした生徒は、全体の

25.8％であった。従って、多くの生徒が中学校からの学習内容の積み上げがないといった現

状がある。本研究では、学習者を比較的学習経験が浅く、技能の習熟度が低い生徒であると

設定し、第２章表２－６（Ｐ11）のレベルⅠを学習過程に組み込んだ。また、中継位置への

短距離の動きを学習するために「条件づけられたゲームⅣ」として「１死２塁・外野への

打球」を組み込んだ。なお、単純なフォースアウトの局面の「条件付けられたゲームⅠ」に

ついては、戦術学習の説明をしながら、４時間目の１時間扱いで行うこととした。（表３－３） 

 

表３－３ 条件づけられたゲーム（レベルⅠ） 

 
局 面 ゲームの状況 

選択されるフォースプレ

イの数/タッチプレイの数
条件づけられたゲーム 授業時間

レ
ベ
ル
Ⅰ 

単純なフォースアウト局面 無死走者なし 内野ゴロ １ 条件付けられたゲームⅠ ４時間目

状況判断を伴うフォースアウト局面 
１死１塁   内野ゴロ ２ 条件付けられたゲームⅡ ５・６ 

１死満塁   内野ゴロ ４ 条件付けられたゲームⅢ ６・７ 

複雑な状況判断を伴うフォースアウ

トとタッチアウトを選択する局面 

１死２塁 外野への打球 ― 条件付けられたゲームⅣ ８・９ 

１死２塁   内野ゴロ １/１ 条件付けられたゲームⅤ 10・11 

 

なお、生徒の実態に応じて、技能の高い集団には、第２章表２－６（Ｐ11）のレベルⅡ、

レベルⅢを選択し、学習することも可能であると考える。 

（ウ）戦術学習における課題練習について 

これまでの私の授業実践においては、ゲームの中で、場面に応じて戦術的な課題を指導す

ることが多く、課題を解決するための練習時間の確保が不十分であった。 

初に行った条件づけられたゲームの後、浮かび上がってきたそれぞれのチームの戦術的

な課題を意識させ、試行錯誤しながら練習していくことで、課題をより効果的に解決するこ

とが期待できる。 

課題練習については、チームで攻守に分かれ行う。条件づけられたゲームと同じルールや

形式とするが、攻守の交代については時間で交代をし、得点については競わないものとする。

予想される課題については、以下のようなものがあげられるが、特に守備側の課題を意識し、

練習を行う。 

○攻撃側 

     ゴロを打つ技術、打球を打ち分ける技術、走塁の技能など 

○守備側 

     ポジショニング、ベースカバー、バックアップ、送捕球の技能など 

ウ 総括的・発展的段階「ねらい３」について 

この段階では、単元の総括としてゲームを中心に計画した。また、ゲーム記録を基にチーム

での作戦設定をする活動を設定し、前段階までの学習を基に技能や知識を活用して思考・判断

できるように計画をした。そのような活動を基にゲームをすることによって、相手の得点を

小限に抑えて勝敗を競う攻防を展開することができることが期待できる。 



 18

（２）学習過程の提案 

   以上の検討内容を踏まえ、本研究の目的である学習過程を単元計画と授業計画として提案する。

なお、次のような授業を想定して考案した。 

○単元時数  15時間 

○場所    生田東高等学校グラウンド 

○対象生徒  ３年生選択者 40名（男子20名 女子20名） 

○生徒の実態  

予備アンケートによると、中学校の授業でソフトボールの学習をした生徒は、全体の25.8％で

あった。従って、多くの生徒が学習内容の積み上げがないままに高等学校のソフトボールの授業

を受けている。また、３年生の選択者は、１・２年次にそれぞれ 10 時間程度の学習経験がある

ものの、守備の技能発揮に課題を抱えていたり、難しさ感じている生徒が多い。実際のゲームの

様相としても、大量失点を繰り返す場面が多く見られ、攻撃中心のゲーム展開であった。 

ア 単元計画の提案 

（ア）単元の目標 

    ○次の運動について、勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、作戦や状況に応じた技能や仲間と

連携した動きを高めてゲームが展開できるようにする。 

・ベースボール型では、状況に応じたバット操作と走塁での攻撃、安定したボール操作と

状況に応じた守備などによって攻防を展開すること。（技能） 

      ○ソフトボールに主体的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしようとすること、

役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること、合意形成に貢献しようとする

ことなどや、健康・安全を確保することができるようにする。（態度） 

    ○技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理解し、

チームや自己の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫できるようにする。 

（知識、思考・判断） 

（イ）評価規準 

    ａ 内容のまとまりごとの評価規準【その次の年次以降】 

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

球技の楽しさや喜びを深

く味わうことができるよ

う、フェアなプレイを大切

にしようとすること、役割

を積極的に引き受け自己

の責任を果たそうとする

こと、合意形成に貢献しよ

うとすることなどや、健

康・安全を確保して、学習

に主体的に取り組もうと

している。 

生涯にわたる豊かな

スポーツライフの実

現を目指して、自己

や仲間の課題に応じ

た球技を継続するた

めの取り組み方を工

夫している。 

球技の特性や魅力に

応じて、ゲームを展

開するための作戦や

状況に応じた技能や

仲間との連携した動

きを高めて、身に付

けている。 

技術などの名称や行

い方、体力の高め方、

課題解決の方法、競

技会の仕方などを理

解している。 
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ｂ 単元の評価規準  ・は、その次の年次（２年） ●は、それ以降の年次（３年） 

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

●球技の学習に主体

的に取り組もうと

している。 

・フェアなプレイを

大切にしようとし

ている。 

●役割を積極的に引

き受け自己の責任

を果たそうとして

いる。 

●合意形成に貢献し

ようとしている。 

・互いに助け合い高

め合おうとしてい

る。 

・健康・安全を確保

している。 

・これまでの学習を踏ま

えて、チームが目指す

目標に応じたチーム

や自己の課題を設定

している。 

・課題解決の過程を踏ま

えて、取り組んできた

チームや自己の目標

と成果を検証し、課題

を見直している。 

●チームの仲間の技術

的な課題や有効な練

習方法の選択につい

て指摘している。 

●作戦などの話し合い

の場面で、合意を形成

するための調整の仕

方を身に付けている。

・健康や安全を確保・維

持するために、自己や

仲間の体調に応じた

活動の仕方を選んで

いる。 

●球技を生涯にわたっ

て楽しむための自己

に適した関わり方を

見付けている。 

●ベースボール型で

は、攻防を展開する

ための状況に応じた

バット操作と走塁で

の攻撃、安定したボ

ール操作と状況に応

じた守備などの動き

ができる。 

 

・技術などの名称や行

い方について、学習

した具体例を挙げて

いる。 

・球技に関連した体力

の高め方について、

学習した具体例を挙

げている。 

●課題解決の方法に

ついて、理解したこ

とを言ったり書き

出したりしている。

●競技会の仕方につ

いて、学習した具体

例を挙げている。 

・審判の方法につい

て、学習した具体例

を挙げている。 
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（ウ）学習活動に即した評価規準 

 関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

Ａ○ 

①②③ 

常に意欲的に～ 

①～常に適切に指摘している。

②③～常に適切に見付けてい

る。 

①②③④⑤⑥～非常によくでき

る。 

 

①②～具体例を挙げ

て常に十分言った

り、書き出したりし

ている。 

Ａ 

①②③ 

意欲的に～ 

①～適切に指摘している。 

②③～適切に見付けている。 

①②③④⑤⑥～よくできる。 ①②～十分言ったり、

書き出したりして

いる。 

Ｂ 

①ソフトボールの学

習に主体的に取り

組もうとしてい

る。 

②役割を積極的に引

き受け自己の責任

を果たそうとして

いる。 

③合意形成に貢献し

ようとしている。

 

①チームの仲間の技術的な課

題や有効な練習方法の選択

について指摘している。 

②作戦などの話し合いの場面

で、合意を形成するための調

整の仕方を見付けている。 

③球技を生涯にわたって楽し

むための自己に適した関わ

り方を見付けている。 

①スピードの変化にタイミング

を合わせてボールをとらえる

ことができる。 

②打球のバウンドやコースに応

じて、タイミングを合わせてボ

ールをとることができる。 

③塁に入ろうとする味方の動き

に合わせて、捕球しやすいボー

ルを投げることができる。 

④得点や進塁を防ぐために、走者

の進塁の状況に応じて、 短距

離での中継ができる位置に立

つことができる。 

⑤打者の特徴や走者の位置に応

じた守備位置に立つことがで

きる。 

⑥打球や送球に応じて仲間の後

方に回り込むバックアップの

動きをすることができる。 

①ソフトボールの課

題解決の方法につ

いて言ったり書き

出したりしている。

②ソフトボールの試

合の進め方やルー

ルについて言った

り書き出したりし

ている。 

Ｃ 

①②③～しない 

時もある。 

①～適した指摘をしていない。

②③～適したものを見付けて

いない。 

①②③④⑤⑥～できていないこ

とがある。 

①②～断片的に言っ

たり、書き出したり

している。 

Ｃ△ 

①②③～しない。 

 

 

①～全く指摘をしていない。 

②～全く見付けていない。 

①②③④⑤⑥～全くできていな

いでいる。 

①②～全く言ったり

書き出したりでき

ずにいる。 

支
援
を
要
す
る
生
徒
へ
の
手
立
て 

①ソフトボールの学

習に主体的に取り

組めるように説明

する。 

②役割を積極的に引

き受け自己の責任

を果たすように、

説明する。 

③合意形成に貢献し

ようとできるよう

に説明する。 

①チームの仲間の技術的な課

題や有効な練習方法の選択

について指摘できるよう具

体例を示し、理解できるよう

確認する。 

②作戦などの話し合いの場面

で、合意を形成するための調

整の仕方について確認する。

③球技を生涯にわたって楽し

むための自己に適した関わ

り方について確認する。 

①②学習資料などを用いて技能

のポイントや動き方をわかり

やすく指導する。 

③④⑤⑥技能のポイントを明確

にしながら、指導する。 

①②つまづいている

内容について具体

的な資料を提示し

たり説明したりし

ながらその内容が

言えるようにする。
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（エ）指導と評価の計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 時間 学習のねらいと活動 

学習活動に即した 
評価規準と評価の重点日 

評価方法 関心

意欲

態度

思考

判断

運動

の 
技能

知識

理解

は
じ
め
【
①
時
間
目
～
④
時
間
目
】 

① 

 
 
 
 
１ オリエンテーション 
 ・学習のねらいや流れを説明し、理解する。

２ チーム編成、役割分担 
３ 学習カード、 
  ゲーム記録カードの説明 
４ ルールや試合の進め方の説明 

   ② 

 

 

 

 

【知・理】 

②ソフトボールの試合の進め方や

ルールについて言ったり書き出

したりしている。（学習カード）

 

② 

１ 集合・挨拶・健康観察・準備運動 
２ 本時のねらいの確認 
３ キャッチボール 
４ 作戦の設定 
５ 試しのゲーム 
 ・各チームの実態把握 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 

③ 

１ 集合・挨拶・健康観察・準備運動 
２ 本時のねらいの確認 
３ バットスイング練習 
４ ティーバッティング 
５ フリーバッティング 

①    

【関・意・態】 

①ソフトボールの学習に主体的に

取り組もうとしている。   

（行動観察） 

④ 

１ 集合・挨拶・健康観察・準備運動 
２ 本時のねらいの確認 
３ キャッチボール 
４ フィールディング練習 
５ 条件付きゲームⅠ 
   無死走者なし・内野ゴロ 

    

 

 

ねらい１（１～４時間目）
バット操作やボール操作の基本的技能を高める 
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 時間 学習のねらいと活動 

学習活動に即した 
評価規準と評価の重点日 

評価方法 
 関心

意欲

態度

思考

判断

運動

の 
技能

知識

理解

な
か
【
③
時
間
目
～
⑫
時
間
目
】 

⑤ 

 
 
 
 
１ 集合・挨拶・健康観察 
２ 準備運動（ランニング、体操、キャッチボール）

３ 本時のねらいの確認 
４ 条件付きゲームⅡ 
   １死１塁・内野ゴロ 
５ チームでの話し合い 
６ 戦術課題の解決へのチーム練習 

    

 

⑥ 

１ 集合・挨拶・健康観察 
２ 準備運動（ランニング、体操、キャッチボール）

３ 本時のねらいの確認 
４ 条件付きゲームⅡ 
   １死１塁・内野ゴロ 
５ 条件付ゲームⅢ 
   １死満塁・内野ゴロ 

  ②  

【技能】 
②打球のバウンドやコースに応

じて、タイミングを合わせて

ボールをとることができる。 
（行動観察） 

⑦ 

１ 集合・挨拶・健康観察 
２ 準備運動（ランニング、体操、キャッチボール）

３ 本時のねらいの確認 
４ チームでの話し合い 
５ 戦術課題の解決へのチーム練習 
６ 条件付ゲームⅢ 
   １死満塁・内野ゴロ 

  ⑥  

【技能】 
⑥打球や送球に応じて仲間の後

方に回り込むバックアップの

動きをすることができる。 
（行動観察） 

⑧ 

１ 集合・挨拶・健康観察 
２ 準備運動（ランニング、体操、キャッチボール）

３ 本時のねらいの確認 
４ フリーバッティング 
５ 条件付きゲームⅣ 
  １死走者２塁・外野への打球 

  ①  

【技能】 
①スピードの変化にタイミング

を合わせてボールをとらえる

ことができる。（行動観察） 

⑨ 

１ 集合・挨拶・健康観察 
２ 準備運動（ランニング、体操、キャッチボール）

３ 本時のねらいの確認 
４ チームでの話し合い 
５ 戦術課題の解決へのチーム練習 
６ 条件付きゲームⅣ 
  １死走者２塁・外野への打球 

  ④  

【技能】 
④得点や進塁を防ぐために、走

者の進塁の状況に応じて、

短距離での中継ができる位置

に立つことができる。 
（行動観察） 

⑩ 

１ 集合・挨拶・健康観察 
２ 準備運動（ランニング、体操、キャッチボール）

３ 本時のねらいの確認 
４ 条件付ゲームⅤ 
   １死２塁・内野ゴロ            

５ チームでの話し合い 
６ 戦術課題の解決へのチーム練習       

③    

【関・意・態】 
③合意形成に貢献しようしてい

る。（行動観察） 

⑪ 

１ 集合・挨拶・健康観察 
２ 準備運動（ランニング、体操、キャッチボール）

３ 本時のねらいの確認 
４ 条件付ゲームⅤ 

１死２塁・内野ゴロ             

５ 映像での学習の振り返り 
６ チームでの課題の確認及び練習方法の設定 

  ③ ① 

【技能】 
③塁に入ろうとする味方の動き

に合わせて、捕球しやすいボ

ールを投げることができる。 
（行動観察） 

【知・理】 
①課題解決の方法について言っ

たり書き出したりしている。 
（学習カード） 

⑫ 

１ 集合・挨拶・健康観察 
２ 準備運動（ランニング、体操、キャッチボール）

３ 本時のねらいの確認 
５ チームでの課題練習の確認 
６ チームでの課題練習  
 

 ①   
 

【思・判】 
①チームの仲間の技術的な課題

や有効な練習方法の選択につ

いて指摘している。 
（学習カード・行動観察） 

ねらい２（５～12 時間目）
戦術的な課題を見付け、課題解決のためにみんなで協力しながら、ゲームや練習を楽しむ。



 23

（オ）時間ごとの指導及び評価計画 

観点 
１時

間目 

２時

間目

３時

間目 

４時

間目 

５時

間目

６時

間目

７時

間目

８時

間目

９時

間目

10 時

間目

11 時

間目

12 時

間目 

13 時

間目 

14 時

間目

15 時

間目

関心・ 

意欲・ 

態度 

①  △  ◎                    

②                       △ ◎  

③               △ △◎      

思考・ 

判断 

①                     △◎     

②                       △◎   

③                       △◎ 

運動の 

技能 

①      △       ◎           

②       △    ◎              

③          △ △       ◎      

④               △ ◎         

⑤        △           ◎    

⑥     △ △ ◎         

知識・ 

理解 

①                   △◎      

②  △◎                      

 
△は、指導日   

◎は、重点的に評価する日  

 

時
間 

 

 

学習のねらいと活動 

学習活動に即した 
評価規準と評価の重点日 

 

 

評価方法 関心 
意欲 
態度 

思考

判断

運動

の 
技能

知識

理解

な
か
【
⑬
時
間
目
～
⑮
時
間
目
】 

⑬ 

 

 

 

 

 

１ 集合・挨拶・健康観察 

２ 本時のねらいの確認 

３ 準備運動 

４ キャッチボール、トスバッティング 

５ チームでの作戦の設定 

６ リーグ戦 

  ⑤  

 

 

 

 

 

【技能】 

⑤打者の特徴や走者の状況

に応じた守備位置に立つ

ことができる。（行動観察）

⑭ 

１ 集合・挨拶・健康観察 

２ 本時のねらいの確認 

３ 準備運動 

４ キャッチボール、トスバッティング 

５ チームでの作戦の設定 

６ リーグ戦 

  

 

② ②   

【関・意・態】 

②役割を積極的に引き受け

自己の責任を果たそうと

している。（行動観察） 

【思・判】 

②作戦などの話し合いの場

面で、合意を形成するため

の調整の仕方を見付けて

いる。 

（学習カード・行動観察）

⑮ 

１ 集合・挨拶・健康観察 

２ 本時のねらいの確認 

３ 準備運動 

４ キャッチボール、トスバッティング 

５ チームでの作戦の設定 

６ リーグ戦 

７ 単元の振り返り 

 ③   

【思・判】 

③球技を生涯にわたって楽

しむための自己に適した

関わり方を見付けている。

（学習カード・行動観察）

ねらい３（13～15 時間目）
高まった技能を発揮し、戦術や作戦を工夫し、ゲームを楽しむ。 
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（カ）学習過程 （50分×15時間） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

・スイング練習

○チームでの
　話し合い
・発問の工夫
・映像での守
　備の戦術
　確認

○チームでの
　話し合い
・発問の工夫
・映像での守
　備の戦術
　確認

・学習ノート
・視覚教材

・学習ノート
・ゲーム記録
　カード②

・学習ノート
・視覚教材

・学習ノート
・視覚教材

・学習ノート
・視覚教材
・ゲーム記録
　カード①
・守備の戦術
　カード
・作戦ボード

・学習ノート
・ゲーム記録
　カード①

・学習ノート
・視覚教材
・ゲーム記録
　カード①
・守備の戦術
　カード
・作戦ボード

単純な
フォースアウト

ま
と
め

○オリエンテ
　ーション
　
・学習のねら
　いの確認

・学習の流れ
　の確認

・グループ編
　成、役割分
　担の確認

・試合の進め
　方やルール
　の説明

・学習ノート、
　ゲーム記録
　カードの確認

ねらい２　戦術的な課題を見付け、課題
　　　　　　 解決のためにみんなで協力し
　　　　　　 ながら、ゲームや練習を楽しむ。

挨拶・出席及び体調確認・準備運動(キャッチボー
ル）・本時の内容とねらいの説明

　学習カード記入・学習の振り返り

片付け・次回の学習の確認・挨拶

戦術学習Ⅱ

〇条件付け
　られた

　ゲームⅢ

状況設定
・１死走者
　満塁
・内野ゴロ

・戦術的な課
　題解決への
　チーム練習

戦
術
学
習

の
局
面

○条件付
　けられた
　ゲームⅠ
　
状況設定
・無死走者
　なし
・内野ゴロ

○条件付け
　られた
　ゲームⅢ
　（まとめ）
　
状況設定
・１死走者
　満塁
・内野ゴロ

状況判断を伴う選択するフォースアウト

ねらい１　ボール操作やバット操作などの基本的
　　　　　　技能を高める。

・試しの
　ゲーム
　（生徒の
　　実態把握）

時

ね
ら
い

は
じ
め

挨拶・出席及び体調確認・準備運動・本時の内容
とねらいの説明

・フリーバッ
　ティング

・キャッチ
　ボール
・トスバッ
　ティング

・キャッチ
　ボール

教
具
の
活
用

・横からのトス
　バッティング

・戦術的な課
　題解決への
　チーム練習

・フィール
　ディング
　練習

な
か

戦術学習Ⅰ

〇条件付け
　られた
　ゲームⅡ

状況設定
・１死走者１塁
・内野ゴロ

○条件付け
　られた
　ゲームⅡ
　（まとめ）

状況設定
・１死走者１塁
・内野ゴロ
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８ ９ 10 11 12 13 14 15

○チームでの
　話し合い
・発問の工夫
・映像での守
　備の戦術
　確認

・チームでの
　課題練習の
　内容確認

○チームでの
　話し合い
・発問の工夫
・映像での守
　備の戦術
　確認

・次回の試合で
　の作戦設定

単元のまとめ

・学習ノート
・ゲーム記録
　カード①

・学習ノート
・視覚教材
・ゲーム記録
　カード①
・守備の戦術
　カード
・作戦ボード

・学習ノート
・視覚教材
・ゲーム記録
　カード①
・守備の戦術
・作戦ボード

・学習ノート
・視覚教材

・学習ノート
・作戦ボード

・学習ノート
・ゲーム記録
　カード②
・作戦ボード

・学習ノート
・ゲーム記録
　カード②
・作戦ボード

・学習ノート
・ゲーム記録
　カード②

戦術学習Ⅲ

〇条件付け
　られた
　ゲームⅣ

状況設定
・１死走者２塁
・外野への
　打球

複雑な状況判断を伴う
フォースアウトとタッチアウト

学習カード記入・学習の振り返り

片付け・次回の学習の確認・挨拶

ねらい２　戦術的な課題を見付け、課題解決のため
　　　　　　にみんなで協力しながら、ゲームや練習を
　　　　　　楽しむ。

挨拶・出席及び体調確認・準備運動(キャッチボール）・本時の内容とねらいの説明

・戦術的な課
　題解決への
　チーム練習

○条件付け
　られた
　ゲームⅣ
　（まとめ）

状況設定
・１死走者２塁
・外野への
　打球

ねらい３　高まった技能を発揮し、戦術
　　　　　　や作戦を工夫し、ゲームを楽
　　　　　　しむ。

挨拶・出席及び体調確認・準備運動・本時の内容
とねらいの説明

戦術学習Ⅳ

〇条件付け
　られた
　ゲームⅤ

状況設定
・１死走者２塁
・内野ゴロ

○条件付け
　られた
　ゲームⅤ
　（まとめ）

状況設定
・１死走者２塁
・内野ゴロ

・チームでの
　課題練習

・戦術的な課
　題解決への
　チーム練習

・キャッチボール
・トスバッティング

・フリーバッ
　ティング

・映像での学習
　の振り返り

・次回のチーム
　での課題練習
　の内容設定

　ゲーム（リーグ戦）

学習カード記入・学習の振り返り片付け・次回の学
習の確認・挨拶

・チームでの作戦設定
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イ 授業計画の提案 

15時間扱いの第１時間目   

ねらい１（１時間目～４時間目） 

バット操作やボール操作などの基本的技能を高める。 

本時のねらい 

 （１）ソフトボールの試合の進め方やルールについて理解することができるようにする。        

 （２）学習のねらいや進め方を理解することができるようにする。      

時間 学習内容と活動 教師の指導・支援 具体の評価規準 

は
じ
め
（
５
分
）

○整列・挨拶・健康観察 

○本時のねらいの確認 

 

・健康状態を確認する。 

・本時のねらいの説明をする。 

 

な
か
（
３５
分
） 

 

 

 

 

 

 

１ オリエンテーション 

・学習のねらいの確認をする。 

・学習の進め方の確認をする。 

・チーム編成をし、役割分担をする。 

 

・試合の進め方及びルールの確認をする。

 

 

 

 

 

 

 

・学習ノート、ゲーム記録カードの記入方

法について確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習のねらいや進め方を説明する。 

 

・役割分担がすみやかにできるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・それぞれの記入方法について理解で

きるようにする。 

 

【知・理】 

②ソフトボールの試合の進

め方やルールについて言

ったり書き出したりして

いる。（学習カード） 

 

 

ま
と
め
（
５
分
）

○学習ノートの記入・振り返り 

○次回の学習の確認 

○整列・挨拶・場の片付け 

・学習ノートに振り返り等を具体的に 

記入できるように説明する。 

・次回の授業の内容を伝える。 

・協力して安全に片付けをするように

指導する。 

 

 
 
 
 
 

【学習内容】 

ソフトボールのゲームのルール、トーナメ

ントやリーグ戦などの試合方式、運営の仕

方や役割に応じた行動の仕方など。 

映像を見ながら、試合の進め方

やルールを理解する。 

試合のルールや進め方について

具体的な資料を提示したり説明

したりしながらその内容が言え

るようにする。

映像を見ながら、ゲーム記録カ

ードの記入の練習を行う。 
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15時間扱いの第２時間目   

ねらい１（１時間目～４時間目） 

バット操作やボール操作などの基本的技能を高める。  

本時のねらい 

 （１）ソフトボールの学習に主体的に取り組むことができるようにする。 

（２）試しのゲームにより、チームや個人の現状を把握し、課題を見付けることができるようにする。 

時間 学習内容と活動 教師の指導・支援 具体の評価規準 

は
じ
め
（
５
分
） 

○集合・挨拶・健康観察 

○本時のねらいの確認 

○準備運動（チームごとにランニングと体操）

・健康状態を確認する。 

・本時のねらいの説明をする。 

 

な
か
（
３５
分
） 

１ キャッチボール 

・５ｍからはじめ徐々に広がる。 

２ トスバッティング 

・２人組で行う。 

３ チームでの作戦の設定 

４ 試しのゲーム 

・対戦相手について 

Ａ（ａとａ´）対Ｂ（ｂとｂ´） 

Ｃ（ｃとｃ´）対Ｄ（ｄとｄ´） 

・1試合5イニング、25分程度を目安にゲ

ームを行う。 

・攻撃は、全員が打席に立つようにする。

・守備は、交代しながら全員が出場する。

・ゲーム後に、チームで振り返り行う。 

～ルール～ 

・スローピッチで行う。 

・ティースタンドを使用しても良い。 

・女子生徒の三振はなしとする。 

 

 

 

 

 

 

・チームで協力しながら、取り組むように

アドバイスする。 

 

 

 

 

 

 

 

・試合のルールや進め方を指導しながら、 

ゲームをする。 

 

 

 

 

 

ま
と
め
（
１０
分
） 

○学習ノートの記入・振り返り 

○次回の学習の確認 

○整列・挨拶・場の片付け 

・学習ノートに振り返り等を具体的に記入

できるように説明する。 

・次回の授業の内容を伝える。 

・協力して安全に片付けをするように指導

する。 

 

 
 

ソフトボールの学習に主体的に取り組

めるように説明する。 

【学習内容】 

運動を継続することは、健康の保持増進に

役立つとともに、人生を豊にすることとい

った運動を継続することの意義など。 

【学習内容】 

チームや個人の現状を把握し、課題を見

付けること。 
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15時間扱いの第３時間目   

ねらい１（１時間目～４時間目）  

 バット操作やボール操作などの基本的技能を高める。  

本時のねらい 

 （１）スピードの変化にタイミングを合わせてボールをとらえることができるようにする。 

時間 学習内容と活動 教師の指導・支援 具体の評価規準 

は
じ
め
（
５
分
） 

○集合・挨拶・健康観察 

○準備運動（チームごとにランニングと体操）

○本時のねらいの確認 

・健康状態を確認する。 

・本時のねらいの説明をする。 

 

な
か
（
３５
分
） 

１ スイング練習 

・映像を見てスイングのポイントを確認 
する。 

・チームごとにスイングの確認する。 
 
 

２ ティーバッティング 

・３人組で行う。 
・横からのトスでバッティングを行う。 

 
 

３ フリーバッティング 

・各チーム２箇所で交互に打つ。 
・１人５球で交代する。 
・ピッチャーは、スピードの変化をつけ 

て投球する。 

・ピッチャーは隣のチームと投球が同時 

にならないように注意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スイングについてチームで相互に確認

する。 

・スイングをするときに周囲の安全を確 

認してから行うように指導する。 

 

・小さくテイクバックするために、右打

者は、左肘を伸ばし過ぎないように指

導する。 

 

・打席の位置やグリップの位置につい 

て指導する。 

・ボールを引き付けるために、右打者は、

右足に体重を乗せてトップの位置をつ

くるように指導する。 

・相手ピッチャーの投球にタイミングを

合わせるように指導する。 

・タイミング合っているかどうか、次打

者が伝えるように伝える。 

・安全に行うために、守備についている

生徒にボールから目を離さないように

指導する。 

 

 

 

 

【関・意・態】 

①ソフトボールの学習に

主体的に取り組もうと

している。（行動観察）

 

ま
と
め
（
１０
分
） 

○学習ノートの記入・振り返り 

○次回の学習の確認 

○整列・挨拶・場の片付け 

・学習ノートに振り返り等を具体的に記

入できるように説明する。 

・次回の授業の内容を伝える。 

・協力して安全に片付けをするように指

導する。 

 

学習資料などを用いて技能のポイン

トや動き方をわかりやすく指導する。 

【学習内容】 

速球のタイミングで小さくテイクバック

し、スピードに応じてボールを引き付け

て、タイミングよく振ること。 

映像を見ながら、スイングの技能

のポイントを理解する。 
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15時間扱いの第４時間目   

ねらい１（１時間目～４時間目）  

 バット操作やボール操作などの基本的技能を高める。  

本時のねらい 

（１）打球のバウンドやコースに応じて、タイミングを合わせてボールをとることができるように

する。 

時間 学習内容と活動 教師の指導・支援 具体の評価規準 

は
じ
め
（
５
分
） 

○集合・挨拶・健康観察 

○準備運動（チームごとにランニングと体操）

○本時のねらいの確認 

・健康状態を確認する。 

・本時のねらいの説明をする。 

 

な
か
（
３５
分
） 

１ キャッチボール 

・映像で投球動作の確認する。 
・徐々に間を広げていく。 
・フライの捕球も行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
２ フィールディング練習 

・映像でフィールディング動作の確認を 
する。 

・止まったボールの捕球からの送球を行

う。 
・動いているボールの捕球からの送球を 
行う。 

 
 
３ 条件付きゲームⅠ（15分） 

無死走者なし 内野ゴロ 

 

 

・ルールや形式については別紙を参照 

・チームごとでゲームをする。 

○守備側 

打球に応じてタイミングを合わせて捕球

後、コントロール良く１塁へ送球し、出

塁を防ぐ。 

○攻撃側 

ゴロで左右に打ち分け、1塁に出塁する。

・ゲーム後、チームでの振り返りを行う。

 

 

 

・能力に応じて距離を調整するように伝

える。 

・フライについては、落下地点に素早く

入り、顔の高さで捕球するように伝え

る。 

 

 

 

・腰を低く落として構え、打球の反対足

からスタートし、ボールから目を離さ

ずに低い姿勢で打球の正面にまわり、

グラブを地面に垂直に立ててすくうよ

うに捕球することを伝える。 

 

 

・戦術的な気づきを持たせるように 

アドバイスをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま
と
め
（
５
分
） 

○学習ノートの記入・振り返り 

○次回の学習の確認 

○整列・挨拶・場の片付け 

・学習ノートに振り返り等を具体的に 

記入できるように説明する。 

・次回の授業の内容を伝える。 

・協力して安全に片付けをするように指

導する。 

 

【学習内容】 

腰を低く落として構え、打球の反対足

からスタートし、ボールから目を離さ

ずに低い姿勢で打球の正面にまわり、

グラブを地面に垂直に立ててすくうよ

うに捕球すること。 

発問 「攻撃側の出塁を防ぐためには、どのように守備をしていけばよいだろうか」 

学習資料などを用いて技能のポイント

や動き方をわかりやすく指導する。 

映像を見ながら、投球動作の技能

のポイントを理解する。 

映像を見ながら、フィールディング

動作の技能のポイントを理解する。 

〇 戦術的な気づき 
・打者や状況に応じた守備位置 

・ボール保持者の送球の状況判断 

・各塁へのベースカバーの動き 

・バックアップの動き 
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15時間扱いの第５時間目   

ねらい２（５時間目～12時間目）  

 戦術的な課題を見付け、課題解決のためにみんなで協力しながら、ゲームや練習を楽しむ。 

本時のねらい 

（１）打者の特徴や走者の状況に応じた守備位置に立つことができるようにする。 

（２）打球や送球に応じて仲間の後方に回り込むバックアップの動きをすることができるようにする。 

時間 学習内容と活動 教師の指導・支援 具体の評価規準 

は
じ
め
（

１０
分
） 

○集合・挨拶・健康観察 

○準備運動 

（ランニング、体操、キャッチボール） 

○本時のねらいの確認 

・健康状態を確認する。 

 

 

・本時のねらいの説明をする。 

 

な
か
（
３５
分
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 条件付きゲームⅡ（８分×２） 

１死１塁 内野ゴロ  
・ルールや形式については、別紙を参照 

・対戦相手について 

①ａ対ｂ（審・記ｃ） ａ´対ｂ （́ｃ´）

②ｃ対ｄ（審・記ａ） ｃ´対ｄ （́ａ´）

○守備側 
捕球者は、送球するベースを選択、送球し、

バックアップや各塁へのベースカバーの

動きなどで進塁や出塁を防ぐ。      

○攻撃側 
ゴロを左右に打ち分け、進塁、出塁する。

 
 

２ チームでの話し合い 

 

 

 

 

３ 戦術課題の解決へのチーム練習 

・チームごとに練習を行う。 

・攻守は５分交代で行う。 

・各ポジションに均等に打球を打つ。 

 

 

 

 

 

・ゲーム記録カードを記入するように促

す。 

・戦術的な気づきを持たせるようにアド

バイスをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・戦術的な気づきについてゲーム記録カ

ードや守備の戦術カード、作戦ボード

を使いながら、チームごとに活発に話

し合うように促す。 

・戦術的な気づきを意識させながら、そ

れぞれの技能を発揮するためのチーム

練習をするように呼びかける。 

 

ま
と
め
（
５
分
） 

○学習ノートの記入・振り返り 

○次回の学習の確認 

○整列・挨拶・場の片付け 

・学習ノートに振り返り等を具体的に記

入できるように説明する。 

・次回の授業の内容を伝える。 

・協力して安全に片付けをするように指

導する。 

 

技能のポイントを明確にしながら、

指導する。 

学習資料などを用いて技能のポイン

トや動き方をわかりやすく指導す

る。 

発問 「攻撃側の進塁を防ぐためには、どのように守備をしていけばよいだろうか。」 

【学習内容】 

打球や送球を捕球する味方の後ろに回り

こみ、ボールがそれても自分が捕球して

対応できる位置で構えること。 

映像を見ながら、ボール操作やボ

ールを持たないときの動きについ

て確認する。 

【学習内容】 

腰を低く落として構え、打球の反対足か

らスタートし、ボールから目を離さずに

低い姿勢で打球の正面にまわり、グラブ

を地面に垂直に立ててすくうように 

捕球すること。 

〇戦術的な気づき 
・打者や状況に応じた守備位置 

・ボール保持者の送球の状況判断 

・各塁へのベースカバーの動き 
・バックアップの動き 
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15時間扱いの第６時間目   

ねらい２（５時間目～12時間目） 

  戦術的な課題を見付け、課題解決のためにみんなで協力しながら、ゲームや練習を楽しむ。 

本時のねらい 

（１）打球や送球に応じて仲間の後方に回り込むバックアップの動きをすることができるようにする。 

（２）塁に入ろうとする味方の動きに合わせて、捕球しやすいボールを投げることができるようにする。

時間 学習内容と活動 教師の指導・支援 具体の評価規準 

は
じ
め
（

１０
分
） 

○集合・挨拶・健康観察 

○準備運動 

（ランニング、体操、キャッチボール） 

○本時のねらいの確認 

・健康状態を確認する。 

 

 

・本時のねらいの説明をする。 

 

な
か
（
３５
分
） 

１ 条件付きゲームⅡ（８分×２） 

１死１塁 内野ゴロ 
・対戦相手については、前回と同じ。 
・ゲーム後、チームでの振り返りを行う。

 

 

 

 

 

・ゲーム記録カードを記入するよう 

に促す。 

・前時の練習を確認してゲームを行 

うように伝える。 

・バックアップの動きの確認をする 

ように伝える。 

【技能】 

②打球のバウンドやコースに

応じて、タイミングを合わせ

てボールをとることができ

る。（行動観察） 

 
 

 

 

２ 条件付きゲームⅢ（８分×２） 

１死満塁 内野ゴロ 
・ルールや形式については、別紙を参照 

・対戦相手について 

①ａ対ｃ（審・記ｄ） ａ´対ｂ （́ｄ´）

②ｂ対ｄ（審・記ａ） ｃ´対ｄ （́ａ´）

○守備側 

捕球者は、送球するベースを選択、送球し、

バックアップや各塁へのベースカバーの

動きなどで進塁や出塁を防ぐ。     

○攻撃側 

ゴロを左右に打ち分け、内野手間をねらっ

て進塁や出塁をする。 

 

 

・捕球後、塁に入った味方が自分に向 

けて構えたグローブに送球するこ

とを伝える。 
 

・ゲーム記録カードを記入するよう 

に促す。 

・戦術的な気づきを持たせるように 

アドバイスをする。 

 

 

 

 

ま
と
め
（
５
分
）

○学習ノートの記入・振り返り 

○次回の学習の確認 

○整列・挨拶・場の片付け 

・学習ノートに振り返り等を具体的 

 に記入できるように説明する。 

・次回の授業の内容を伝える。 

・協力して安全に片付けをするよう 

に指導する。 

 

 

 

【学習内容】 

捕球後、塁に入った味方が自分に向けて

構えたグローブに送球すること。 

技能のポイントを明確にしなが

ら、指導する。 

【学習内容】 

打球や送球を捕球する味方の後ろに回り

こみ、ボールがそれても自分が捕球して

対応できる位置で構えること。 
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15時間扱いの第７時間目   

ねらい２（５時間目～12時間目） 

 戦術的な課題を見付け、課題解決のためにみんなで協力しながら、ゲームや練習を楽しむ。 

本時のねらい 

 （１）塁に入ろうとする味方の動きに合わせて、捕球しやすいボールを投げることができるようにする。
時間 学習内容と活動 教師の指導・支援 具体の評価規準 

は
じ
め
（

１０
分
） 

○集合・挨拶・健康観察 

○準備運動 

（ランニング、体操、キャッチボール） 

○本時のねらいの確認 

・健康状態を確認する。 

 

 

・本時のねらいの説明をする。 

 

な
か
（
３５
分
） 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

１ チームでの話し合い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 戦術課題の解決へのチーム練習 

・チームごとに練習を行う。 

・攻守については、５分で交代する。 

・各ポジションに均等に打球を打つ。 

 

３ 条件付きゲームⅢ（８分×２） 

１死満塁 内野ゴロ 
・対戦相手については、前回と同じ。 
・ゲーム後、チームでの振り返りを行う。

 

・捕球後、塁に入った味方が自分に向

けて構えたグローブに送球すること

を伝える。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
・戦術的な気づきについてゲーム記録

カードや守備の戦術カード、作戦ボ

ードを使いながら、チームごとに活

発に話し合うように促す。 

 

 

 

 

 

・戦術的な気づきを意識させながら、

それぞれの技能を発揮するためのチ

ーム練習をするように呼びかける。 

 

 

・ゲーム記録カードを記入するよう 

に促す。 

 

【技能】 

⑥打球や送球に応じて仲間

の後方に回り込むバック

アップの動きをすること

ができる。（行動観察） 

ま
と
め
（
５
分
） 

○学習ノートの記入・振り返り 

○次回の学習の確認 

○整列・挨拶・場の片付け 

・学習ノートに振り返り等を具体的に 

記入できるように説明する。 

・次回の授業の内容を伝える。 

・協力して安全に片付けをするように

指導する。 

 

 

【学習内容】 

捕球後、塁に入った味方が自分に向けて

構えたグローブに送球すること。 

技能のポイントを明確にしながら、

指導する。 

発問「攻撃側の得点を防ぐためには、どのように守備をしていけばよいだろうか」 

映像を見ながら、ボール操作やボ

ールを持たないときの動きについ

て確認する。 

〇戦術的な気づき 
・打者や状況に応じた守備位置 

・ボール保持者の送球の状況判断

・各塁へのベースカバーの動き 
・バックアップの動き 
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15時間扱いの第８時間目   

ねらい２（５時間目～12時間目） 

 戦術的な課題を見付け、課題解決のためにみんなで協力しながら、ゲームや練習を楽しむ。 

本時のねらい 

 （１）得点や進塁を防ぐために、走者の進塁の状況に応じて、 短距離での中継ができる位置に立つこと

ができるようにする。 

時間 学習内容と活動 教師の指導・支援 具体の評価規準 

は
じ
め
（

１０
分
） 

○集合・挨拶・健康観察 

○準備運動 

（ランニング、体操、キャッチボール） 

○本時のねらいの確認 

・健康状態を確認する。 

 

 

・本時のねらいの説明をする。 

 

な
か
（
３５
分
） 

１ フリーバッティング 

・３時間目と同じ形式で行う。 

・各チーム２箇所で交互に打つ。 

・１人５球で交代する。 
・ピッチャーは、スピードの変化をつけ 

て投球する。 
・ピッチャーは隣のチームと投球を同時 

に行わないように注意する。 

２ 条件付きゲームⅣ（15分） 

１死２塁 外野への打球 
・ルールや形式については別紙を参照 

  ・対戦相手について 

Ａ（ａとａ´）対Ｂ（ｂとｂ´） 

Ｃ（ｃとｃ´）対Ｄ（ｄとｄ´） 

○守備側 

走者の進塁の状況に応じて、中継プレイ

をし、得点や進塁を防ぐ。    

○攻撃側 

外野に打球を打ち、得点する。 

 

・タイミング合っているかどうか、次

打者が伝えるように促す。 

・安全に行うために、守備についてい

る生徒にボールから目を離さない

ように指導する。 

 

 

 

・得点や進塁を防ぐために、走者の進

塁の状況に応じて、 短距離での中

継ができる位置について確認する。

 

 

・戦術的な気づきを持たせるように 

アドバイスをする。 

 

【技能】 

①スピードの変化にタイミン

グを合わせてボールをとら

えることができる。 

（行動観察） 

ま
と
め
（
５
分
）

○学習ノートの記入・振り返り 

○次回の学習の確認 

○整列・挨拶・場の片付け 

・学習ノートに振り返り等を具体的 

 に記入できるように説明する。 

・次回の授業の内容を伝える。 

・協力して安全に片付けをするよう 

に指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

技能のポイントを明確にしなが

ら、指導する。 

【学習内容】 

打球の捕球位置と走者の位置から、得点

や進塁を阻止するためにボールがバッ

クされる 短コースを予測し、そのコー

スの中間の位置に立つこと。 
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15時間扱いの第９時間目   

ねらい２（５時間目～12時間目） 

 戦術的な課題を見付け、課題解決のためにみんなで協力しながら、ゲームや練習を楽しむ。 

本時のねらい 

（１）合意形成に貢献しようとすることができるようにする。 

時間 学習内容と活動 教師の指導・支援 具体の評価規準 

は
じ
め
（

１０
分
） 

○集合・挨拶・健康観察 

○準備運動 

（ランニング、体操、キャッチボール） 

○本時のねらいの確認 

・健康状態を確認する。 

 

 

・本時のねらいの説明をする。 

 

な
か
（
３５
分
） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ チームでの話し合い 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 戦術課題の解決へのチーム練習 

・チームごとに練習を行う。 

・攻守については、５分で交代する。 

・うまく外野へ打球が打てない場合は、投

げ入れてもよい。 

 

３ 条件付きゲームⅣ（15分） 

１死２塁 外野への打球 
・対戦については、前回と同じ。 
・ゲーム後、チームでの振り返りを行う。

・合意を形成するための調整の仕方を 

見付ることができるように確認す 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・戦術的な気づきについてゲーム記録

カードや守備の戦術カード、作戦ボ

ードを使いながら、チームごとに活

発に話し合うように促す。 

 

 

 

・戦術的な気づきを意識させながら、

それぞれの技能を発揮するためのチ

ーム練習をするように呼びかける。 

 

 

 

【技能】 

④得点や進塁を防ぐために、

走者の進塁の状況に応じ

て、 短距離での中継がで

きる位置に立つことがで

きる。（行動観察） 

ま
と
め
（
５
分
）

○学習ノートの記入・振り返り 

○次回の学習の確認 

○整列・挨拶・場の片付け 

・学習ノートに振り返り等を具体的 

に記入できるように説明する。 

・次回の授業の内容を伝える。 

・協力して安全に片付けをするよう 

に指導する。 

 

 

 

合意形成に貢献しようとするこ

とができるように説明する。 

【学習内容】 

チームや自己の課題の解決に向けて、自

己の考えを述べたり、相手の話を聞いた

りするなど、チームの話し合いに責任を

もって関わろうとすること。 

発問 「攻撃側の得点や進塁を防ぐためには、どのような位置に中継に入っていけばよいだろうか。」 

映像を見ながら、ボール操作やボ
ールを持たないときの動きについ
て確認する。 

〇戦術的な気づき 
・ 短距離での本塁へ中継ができ 

る位置への動き 

・打者や状況に応じた守備位置 

・ボール保持者の送球の状況判断 
・各塁へのベースカバーの動き 
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15時間扱いの第10時間目   

ねらい２（５時間目～12時間目） 

 戦術的な課題を見付け、課題解決のためにみんなで協力しながら、ゲームや練習を楽しむ。 

本時のねらい 

（１）合意形成に貢献しようとすることができるようにする。 

時間 学習内容と活動 教師の指導・支援 具体の評価規準 

は
じ
め
（

１０
分
） 

○集合・挨拶・健康観察 

○準備運動 

（ランニング、体操、キャッチボール） 

○本時のねらいの確認 

・健康状態を確認する。 

 

 

・本時のねらいの説明をする。 

 

な
か
（
３５
分
） 

１ 条件付きゲームⅤ（８分×２） 

１死２塁 内野ゴロ 
・ルールや形式については、別紙を参照 

・対戦相手について 

①ａ対ｄ（審・記ｂ）ａ´対ｄ´（ｂ´）

②ｂ対ｃ（審・記ｄ）ｂ´対ｃ´（ｄ´）

○守備側 

ベースカバーやバックアップの動き、

状況に応じたタッチプレイやフォース

プレイを選択し、進塁、出塁を防ぐ。  

○攻撃側 

ゴロを左右に打ち分け、内野手間をね

らって進塁や出塁をする。 

 

 

 
 

２ チームでの話し合い 

 

 

 

 

 

 

 

３ 戦術課題の解決へのチーム練習 

・チームごとに練習を行う。 

・攻守については、５分で交代する。 

 

 

 

 

 

 

・ゲーム記録カードを記入するように

促す。 

・戦術的な気づきを持たせるようにア

ドバイスをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・戦術的な気づきについてゲーム記録

カードや守備の戦術カード、作戦ボ

ードを使いながら、チームごとに活

発に話し合うように促す。 

 

 

 

 

・戦術的な気づきを意識させながら、

それぞれの技能を発揮するためのチ

ーム練習をするように呼びかける。 

 

【関・意・態】 

③合意形成に貢献しようと

している。 

（行動観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま
と
め
（
５
分
） 

○学習ノートの記入・振り返り 

○次回の学習の確認 

○整列・挨拶・場の片付け 

・学習ノートに振り返り等を具体的に 

記入できるように説明する。 

・次回の授業の内容を伝える。 

・協力して安全に片付けをするように

指導する。 

 

 

【学習内容】 

チームや自己の課題の解決に向けて、自

己の考えを述べたり、相手の話を聞いた

りするなど、チームの話し合いに責任を

もって関わろうとすること。 

合意形成に貢献しようとすること

ができるように説明する。 

発問 「攻撃側の３塁への進塁を防ぐためには、どのように守備をしていけばよいだろうか。」 

映像を見ながら、ボール操作や

ボールを持たないときの動きに

ついて確認する。 

〇戦術的な気づき 
・打者や状況に応じた守備位置 

・ボール保持者の送球の状況判断

・各塁へのベースカバーの動き 
・バックアップの動き 
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15時間扱いの第11時間目   

ねらい２（５時間目～12時間目） 

 戦術的な課題を見付け、課題解決のためにみんなで協力しながら、ゲームや練習を楽しむ。 

本時のねらい 

（１）ソフトボールの課題解決の方法について理解することができるようにする。 

時間 学習内容と活動 教師の指導・支援 具体の評価規準 

は
じ
め
（

１０
分
） 

○集合・挨拶・健康観察 

○準備運動 

（ランニング、体操、キャッチボール） 

○本時のねらいの確認 

・健康状態を確認する。 

 

 

・本時のねらいの説明をする。 

 

な
か
（
３５
分
） 

１ 条件付きゲームⅤ（８分×２） 

１死２塁 内野ゴロ 
・前回と同じ対戦相手で行う。 

・ゲーム後、チームでの振り返りを行う。

 

２ 映像での学習の振り返り 

・条件づけられたゲームⅠ～Ⅴの守備の戦

 術の映像を見ながら、振り返りを行う。

 

３ チームの課題解決の方法についての話し

合い 

・各チームでこれまでの学習を基に課題を

見付け出し、その課題を解決するための

練習方法について話し合う。 

 

 

 

 

・ゲーム記録カードを記入するように

促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自己に応じた目標の設定、目標を達

成するための課題の設定、課題解決

のための練習法などの選択と実践、

ゲームなどを通した学習成果の確

認、新たな目標の設定といった過程

があることを伝える。 

 

・話が上手く進んでいないチームに

は、アドバイスをする。 

 

【技能】 

③塁に入ろうとする味方の動

きに合わせて、捕球しやす

いボールを投げることがで

きる。（行動観察） 

【知・理】 

①課題解決の方法について言

ったり書き出したりしてい

る。（学習カード） 

 

ま
と
め
（
５
分
）

○学習ノートの記入・振り返り 

○次回の学習の確認 

○整列・挨拶・場の片付け 

・学習ノートに振り返り等を具体的 

に記入できるように説明する。 

・次回の授業の内容を伝える。 

・協力して安全に片付けをするよう 

に指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

【学習内容】 

自己に応じた目標の設定、目標を達成す

るための課題の設定、課題解決のための

練習法などの選択と実践、ゲームなどを

通した学習成果の確認、新たな目標の設

定といった過程があること。 

つまづいている内容について具

体的な資料を提示したり説明し

たりしながらその内容が言える

ようにする。 
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15時間扱いの第12時間目   

ねらい２（５時間目～12時間目） 

 戦術的な課題を見付け、課題解決のためにみんなで協力しながら、ゲームや練習を楽しむ。 

本時のねらい 

（１）チームの仲間の技術的な課題や有効な練習方法の選択について指摘することができるようにする。

時間 学習内容と活動 教師の指導・支援 具体の評価規準 

は
じ
め
（

１０
分
） 

○集合・挨拶・健康観察 

○準備運動 

（ランニング、体操、キャッチボール） 

○本時のねらいの確認 

・健康状態を確認する。 

 

 

・本時のねらいの説明をする。 

 

な
か
（
３５
分
） 

１ チームでの課題練習 

・前時にチームで考えた練習を行う。 

 

 

 

 

 

・チームの仲間の技術的な課題や有効

な練習方法の選択について指摘して

いるか確認をする。 

 

 

 

 

【思・判】 

①チームの仲間の技術的な課

題や有効な練習方法の選択

について指摘している。（学

習カード・行動観察） 

 

 

ま
と
め
（
５
分
） 

○学習ノートの記入・振り返り 

○次回の学習の確認 

○整列・挨拶・場の片付け 

・学習ノートに振り返り等を具体的 

 に記入できるように説明する。 

・次回の授業の内容を伝える。 

・協力して安全に片付けをするよう 

に指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習内容】 

これまでの学習を基に、チームの仲間の

技術的な課題や有効な練習方法の選択に

ついて指摘すること。 

チームの仲間の技術的な課題や

有効な練習方法の選択について

指摘できるよう具体例を示し、理

解できるよう確認する。 
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15時間扱いの第13時間目   

ねらい３（13時間目～15時間目） 

 高まった技能を発揮し、戦術や作戦を工夫し、ゲームを楽しむ。 

本時のねらい 

 （１）役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすることができるようにする。 

時間 学習内容と活動 教師の指導・支援 具体の評価規準 

は
じ
め
（
５
分
） 

○集合・挨拶・健康観察 

○本時のねらいの確認 

○準備運動（チームごとにランニングと体操）

 

・健康状態を確認する。 

・本時のねらいの説明をする。 

 

な
か
（
３５
分
） 

 

 

 

 

 

 

１ キャッチボール、トスバッティング 

２ チームでの作戦の設定 

３ リーグ戦 （審判・記録は攻撃側が行う）

・対戦相手について 

Ａ（ａとａ´）対Ｂ（ｂとｂ´） 

Ｃ（ｃとｃ´）対Ｄ（ｄとｄ´） 

 

 

 

・それぞれの役割について確認し、 

 主体的にゲーム運営できるよう 

に役割を果たすように指導する。 

 

 

・良いプレイには、積極的に褒める 

 ように促す。 

 

 

 

【技能】 
⑤打者の特徴や走者の状況に

応じた守備位置に立つこと

ができる。（行動観察） 

ま
と
め
（
１０
分
）

○学習ノートの記入・振り返り 

○次回の学習の確認 

○整列・挨拶・場の片付け 

・学習ノートに振り返り等を具体的 

 に記入できるように説明する。 

・次回の授業の内容を伝える。 

・協力して安全に片付けをするよう 

に指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役割を積極的に引き受け自己の

責任を果たすように、説明する。

【学習内容】 

練習やゲームの際に、記録や審判、キャプ

テンなどの役割を積極的に引き受け、責任

を持って主体的に取り組もうとすること。
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15時間扱いの第14時間目   

ねらい３（13時間目～15時間目） 

高まった技能を発揮し、戦術や作戦を工夫し、ゲームを楽しむ。 

本時のねらい 

 （１）作戦などの話し合いの場面で、合意を形成するための調整の仕方を見付けることができるように

する。 

時間 学習内容と活動 教師の指導・支援 具体の評価規準 

は
じ
め
（
５
分
） 

○集合・挨拶・健康観察 

○本時のねらいの確認 

○準備運動（チームごとにランニングと体操）

 

・健康状態を確認する。 

 

・本時のねらいの説明をする。 

 

な
か
（
40
分
） 

１ キャッチボール、トスバッティング 

２ チームでの作戦の設定 

３ リーグ戦 （審判・記録は攻撃側が行う）

・対戦相手について 

Ａ対Ｃ 

Ｂ対Ｄ 

 

 

 

 

 

・良いプレイには、積極的に褒める 

ように促す。 

 

【思・判】 

②作戦などの話し合いの場面

で、合意を形成するための

調整の仕方を見付けてい

る。 

（学習カード・行動観察） 

【関・意・態】 

②役割を積極的に引き受け自

己の責任を果たそうとして

いる。（行動観察） 

 

 

 

ま
と
め
（
５
分
） 

○学習ノートの記入・振り返り 

○次回の学習の確認 

○整列・挨拶・場の片付け 

・学習ノートに振り返り等を具体的 

 に記入できるように説明する。 

・次回の授業の内容を伝える。 

・協力して安全に片付けをするよう 

に指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習内容】 

作戦などの話し合いの場面で、合意を形成

するための調整の仕方を見付けること。 

作戦などの話し合いの場面で、合

意を形成するための調整の仕方

について確認する。 
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15時間扱いの第15時間目   

ねらい３（13時間目～15時間目）  

 高まった技能を発揮し、戦術や作戦を工夫し、ゲームを楽しむ。 

本時のねらい 

（１）生涯にわたって楽しむための自己の適した関わり方を見付けることができるようにする。 

時間 学習内容と活動 教師の指導・支援 具体の評価規準 

は
じ
め
（
５
分
） 

○集合・挨拶・健康観察 

○本時のねらいの確認 

○準備運動（チームごとにランニングと体操） 

 

・健康状態を確認する。 

・本時のねらいの説明をする。 

 

な
か
（
３５
分
） 

 

１ キャッチボール、トスバッティング 

２ チームでの作戦の設定 

３ リーグ戦 （審判・記録は攻撃側が行う） 

・対戦相手について 

Ａ対Ｄ 

Ｂ対Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

・良いプレイには、積極的に褒める 

ように促す。 

 

 

【思・判】 

④球技を生涯にわたって楽

しむための自己に適した

関わり方を見付けている。

（学習カード・行動観察）

 

ま
と
め
（
１０
分
） 

○学習ノートの記入 

○単元の振り返り、学習のまとめ 

○整列・挨拶・場の片付け 

・学習ノートに振り返り等を具体的 

に記入できるように説明する。 

・協力して安全に片付けをするよう 

に指導する。 

 

 

２ 教材の提案  

（１）教材の検討 

ア 戦術学習と条件付けられたゲーム 

本研究では、段階的に戦術学習を行なっていくために、第２章表２－６（Ｐ11）で学習モデ

ルを３段階で示した。 

次に、その中のレベルⅠを戦術的課題が浮き彫りとなるような条件付けられたゲームとして、

ルールなどの工夫を加え、ゲーム化した教材を開発した。（第３章表３－３ Ｐ17） 

イ 条件づけられたゲームの具体 

  高橋は、「メインゲームのパフォーマンスを高めるために用いる条件づけられたゲームは、学

習者の体格や能力に適したコートや用具を工夫しながら、求められる運動技能を緩和していく

視点とともに、中心的な戦術課題をクローズアップしていくゲーム修正が重要となる。」９）と

述べている。以下のように条件付けられたゲームのルールやコート、用具の工夫などを図って

いく。 

（ア）得点方法について 

   各ゲームにおいて、攻撃側が進塁や出塁をすることで攻撃側の得点となるように設定した。

得点を競い合う楽しさなどを味わうことで、生徒は、意欲的に学習することが期待できる。 

また、１死１塁の場面では、攻撃側は、１塁走者が２塁に進塁すること、守備側は１塁走

【学習内容】 

ソフトボールを生涯にわたって楽しむた

めの自己に適した関わり方を見付けるこ

と。 

球技を生涯にわたって楽しむた

めの自己に適したかかわり方に

ついて確認する。 
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者が２塁に進塁することを阻止することが条件付けられたゲームの目的となることから、走

者が２塁に進塁した場合は２点とするなどとした。それぞれのゲームにおいて得点の比重を

変えることで、その条件付けられたゲームの目的を生徒に意識させることが期待できる。 

さらに、インフィールドラインを打球が越えることで１点を加点することにした。このこ

とは、守備側のバックアップの動きを意識させることが期待できる。 

（イ）コートと人数について 

     グリフィンらはベースボール型のゲームでは、「ボールをさばいたり、打ったり、走ったり 

する機会を生徒たちにほとんど保障できない」７）と述べている。実際に７イニングのゲーム 

をしても１回も守備の機会がない場合も考えられる。また、グラウンドなどのスペースが限 

られる場合においても、安全面の配慮などから、コートが確保できないことで学習する機会 

が減少したり、逆に広いコートを設定したりすることで、ボールを収集することに時間がか 

かり、効率的でないことも考えられる。 

今回の条件づけられたゲームでは、狭いフィールド（内野）を用いたゲーム（５～６対５ 

～６）を行う。そのため、「野手、打者、走者として特定の状況や戦術に生徒の意識を焦点化

させること。」10）や、限られたスペースでも学習することができること（塁間の距離とボー

ルを工夫することで体育館でも可能）、より効率的に学習活動が行えること、個々の生徒がプ

レイにかかわる回数も増えることなどが期待できる。 

また、塁間の距離については、16ｍ～18ｍと設定した。生徒の送球の能力に応じて距離を 

変更することで、技能的な緩和を図れ、より戦術的な課題に焦点化されたゲームをすること 

が期待できる。 

（ウ）ルールについて 

ａ 攻撃側のゴロ打ちと左右の打ち分けについて 

攻撃側は、指定されたエリア（ホームベースから半径10ｍの円）に打球をバウンドさせ 

ることやホームベースとセカンドベースを結んだセンターラインを基準として左右交互に

（前打者と左右逆の方向）打球を打ち分けることをルールとして設定した。このことで、

守備側のゴロの守備機会を増加させることや各ポジションが均等に守備機会を持つことが

でき、より守備側の戦術的な課題に焦点化させた学習をすることが期待できる。 

また、攻撃側においてもゴロを打つためや左右に打ち分けるためのスイングの軌道、ミ

ートポイントやボールのどこを打っていけばよいか学習することで打撃の技能を高め、攻

撃側の戦術であるヒットエンドランや進塁打の技能につながっていくことが期待できる。 

ｂ 攻守交代について 

ソフトボール型のゲームでは、攻撃側のチームが一方的に攻撃をし続けるような状況が

ある。そこで、攻守交代については、３アウト制ではなく、打者二巡制とする。そのよう

に設定することで、1 イニングにかかる時間を均等にできることや対戦相手との打撃・守

備機会を均等にできる。それにより、生徒個々の学習内容を身に付ける時間を保障するこ

とが期待できる。 

  （エ）ティースタンドについて 

今回の研究では、ティースタンドを使って条件付けられたゲームを行うこととした。（詳細

はＰ55「その他教具の検討と提案」を参照）これは、止まっているボールを打つため、相手

のピッチャーの投球に左右されないことや投球されるボールより、ミートしやすいため、バ

ット操作の技能が苦手な生徒においても主体的に取り組むことが期待できる。 

また、ピッチャーの暴投、打者の空振り、ファウルを打つことが減ることやゴロを左右に 

打ち分けることが誰でも比較的容易にできることから、守備側の戦術学習の効率化が期待で

きる。 

ウ 条件づけられたゲームに対する発問と戦術的気づきについて 

これまでの授業実践においては、メインゲームの中で、場面に応じた戦術的課題をフィード

バックしながら指導を行ってきたが、生徒自身に課題に気づかせることや課題を解決するため
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の時間をうまく設定できていなかったために、学習した内容がうまく定着されなかった。 

条件づけられたゲームとは、生徒に戦術的課題を意識させることをねらい、「この状況の中で

成功させるためには何を行わなければならないか」という戦術的な気づきに取り組まざるを得

ないような、プレイ条件を浮き立たせるゲームである。７） 

生徒は、今回開発した条件づけられたゲームを通して、教師の発問などから、表３－４のよ

うな戦術的な気づきがもたらされると考える。そして、そのような気づきを基にチームでの話

し合いや学習資料を活用しながら、チームや自己の課題を認識し、練習やゲームに取り組んで

いくことで、戦術的な課題を解決し、状況に応じた連携した守備力が高まることが期待できる。  
     

表３－４ 条件づけられたゲームに対する発問と戦術的気づき 

条 件 発 問 予想される答え 戦術的な気づき 

無死 

走者なし 

 

打者は、 

内野ゴロを

打つ。 

 

「攻撃側の出塁を

防ぐためには、ど

のように守備をし

ていけばよいだろ

うか。」 

・打者の特長に応じた守備位置に立つ。

・打球に対して素早く反応する。 

・バウンドやコースに合わせて捕球する。

・素早くコントロール良く１塁に送球す

る。 

・ファーストが１塁のベースカバーに入

る。 

・サードへの打球に対しては、ショート

がバックアップに入る。 

・ファーストへの打球に対しては、セカ

ンドがバックアップに入る。 

・サード、ショートへの打球に対しては、

セカンドは、ファーストの送球へのバ

ックアップに入る。 

・打者の特長に応じた守備位置

に立つこと。 

・ボールに対して素早く反応

し、バウンドやコースに応じ

て捕球し、素早くコントロー

ル良く１塁へ送球すること。

・１塁のベースカバーの動き。

・打球や送球へのバックアッ 

プの動き。 

 

 

１死 

走者１塁 

 

 

 

打者は、 

内野ゴロを

打つ。 

 

「攻撃側の２塁へ

の進塁を防ぐため

には、どのように

守備をしていけば

よいだろうか。」 

・打者の特徴に応じた守備位置に立つ。

・２塁ベースに入りやすいようにショー

トとセカンドが２塁ベースに少し近付

いた守備位置に立つ。 

・捕球したら、２塁に素早くコントロー

ル良く送球する。２塁へ間に合わなけ

れば、１塁へ送球する。 

・サード、ショートへの打球に対しては、

セカンドが２塁のベースカバーへ入

る。 

・セカンド、ファーストへの打球に対し

ては、ショートが２塁のベースカバー

に入る。 

・ファーストは、１塁のベースカバーに

入る。ファーストへの打球に対しては、

セカンドが１塁のベースカバーに入

る。 

・打球や送球に対してそれぞれがバック

アップに動く。 

・打者の特徴や走者の状況に応

じた守備位置に立つこと。 

 

 

・ボール保持者の２塁or１塁へ

の送球の状況判断。 

 

・２塁と1塁のベースカバーの

動き。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・打球や送球へのバックアップ

の動き  
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１死 

走者満塁 

 

 

 

打者は、 

内野ゴロを

打つ。 

 

 

 

 

 

「攻撃側の得点を

防ぐため（本塁で

アウトをとるた

め）には、どのよ

うに守備をしてい

けばよいだろう

か。」 

・本塁ベースに早く送球するために、各

ポジションが前進した守備位置に立

つ。 

・捕球したら、本塁に素早くコントロー

ル良く送球する。本塁へ間に合わなけ

れば、各塁へ送球する。 

・キャッチャーは、本塁のベースカバー

に入る。 

・ファーストは、１塁のベースカバーに

入る。ファーストへの打球に対しては、

セカンドが１塁のベースカバーに入

る。 

・サード、ショートへの打球に対しては、

セカンドが２塁のベースカバーへ入

る。 

・セカンド、ファーストへの打球に対し

ては、ショートが２塁のベースカバー

に入る。 

・打球や送球に対して、それぞれがバッ

クアップに動く。 

・打者の特徴や走者の状況に応

じた守備位置に立つこと。 

 

・ボール保持者の本塁 or 各塁

への送球の状況判断。 

 

・各塁のベースカバーの動き。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・打球や送球へのバックアップ

の動き。 

１死 

走者２塁 

 

 

 

打者は外野

への打球を

打つ。 

 

 

 

「攻撃側の得点を

防ぐためには、ど

のように中継プレ

イをしていけばよ

いだろうか。」 

・外野手は、中継プレイに入っている内

野手に送球する。 

・内野手は、外野手からの送球を捕球し

たら、本塁に素早くコントロール良く

送球する。本塁へ間に合わなければ、

各塁へ送球する。 

・レフトへの打球の場合、サードが中継

プレイに入る。 

・センターへの打球の場合、打球が右側

であれば、ショートが左側であれば、

セカンドが中継プレイに入る。 

・ライトへの打球の場合、ファーストが

中継プレイに入る。 

・内野手がボールを捕球した外野手と送

球するベースの一直線上の中継位置に

立つ。 

・各塁のベースカバーに入る。 

・ボール保持者（中継した内野

手）の本塁 or 各塁への送球

の状況判断。 

 

 

 

・本塁への中継プレイの動き。

 

 

 

 

 

 

・ 短距離での中継位置に立つ

こと。 

 

・各塁のベースカバーの動き。

１死 

走者２塁 

 

 

 

打者は、 

内野ゴロを

打つ。 

 

「攻撃側の３塁へ

の進塁を防ぐため

には、どのように

守備をしていけば

よいだろうか。」 

・打者の特徴に応じた守備位置に立つ。

・捕球したら、２塁走者の動きを見なが

ら、走者の動きに応じて、３塁に送球

するか、１塁に送球する。 

・各塁のベースカバーに入る。 

・打球や送球に対して、それぞれがバッ

クアップに動く。 

・打者の特徴や走者の状況に応

じた守備位置。 

・ボール保持者の３塁or１塁の

送球の状況判断。 

・３塁、２塁、1 塁へのベース

カバーの動き。 

・打球や送球へのバックアップ

の動き。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 44

（２）教材の提案 

条件づけられたゲームⅠ（単純なフォースアウト局面） 無死走者なし 内野ゴロ 

目 標 
攻撃側は、左右にゴロを打ち分け、１塁へ出塁する。 

守備側は、１塁への出塁を阻止する。 

人 数 １チーム５～６人。 

試合時間 ・１試合15分程度とし、３～４イニングとする。 

   

   

ルール 

 

 

 

 

 

得点方法 

（攻撃側） 

・攻撃側が出塁すると１点。 

・打球がゴロでインフィールドラインを越えると１点プラス。 

コート 

・内野のフィールドのみを使用する。 

・塁間は、16ｍ～18ｍで、生徒の実態に応じて設定する。 

・打球をバウンドさせるエリアは、ホームベースから10ｍの半円とする。 

・インフィールドラインは、投手板から18ｍの半円とする。 

攻守交替 ・攻撃側の打者が二順したら、攻守交代する。 

攻撃側 

・いつも無死走者なしの状況ではじめる。 

・ティースタンドを使用する。（ボールの高さやコースは調整してよい。） 

・内野のグレーエリア内に打球をバウンドさせる。２回連続失敗でアウト。 

・センターラインから左右交互に打球を打ち分ける。 

（前の打者が左なら、次打者は右に打つ。）２回連続失敗でアウト。 

・ファウルやグレーのエリアから打球が出ない場合は、打ち直しとする。 

・打者は、バットを投げないように、走路上の○印の位置に置く。 

守備側 
・ファースト、セカンド、サード、ショートの４つのポジションを守る。 

（１つのポジションに２人が守る場合は、交代しながら、守る。） 

バウンド

バット
置場

バウンド

守備側

攻撃側

センターライン
インフィールドライン

バウンドさせるエリア
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条件づけられたゲームⅡ（状況判断を伴うフォースアウト局面）１死走者１塁 内野ゴロ

目 標 
攻撃側は、左右にゴロを打ち分け、２塁へ進塁や１塁に出塁する。 

守備側は、２塁への進塁や１塁への出塁を阻止する。 

人 数 １チーム５～６人。 

試合時間 ・１試合８分程度とし、２～３イニングとする。 

   

   

ルール 

 

 

 

 

 

得点方法

（攻撃側） 

・２塁へ進塁すると２点。１塁へ出塁すると１点。 

・打球がゴロでインフィールドラインを越えると１点プラス。 

コート 

・内野のフィールドのみを使用する。 

・塁間は、16ｍ～18ｍで、生徒の実態に応じて設定する。 

・打球をバウンドさせるエリアは、ホームベースから10ｍの半円とする。 

・インフィールドラインは、投手板から18ｍの半円とする。 

攻守交替 ・攻撃側の打者が二順したら、攻守交代する。 

攻撃側 

・いつも１死走者１塁の状況ではじめる。 

・ティースタンドを使用する。（ボールの高さやコースは調整してよい。） 

・内野のグレーエリア内に打球をバウンドさせる。２回連続失敗でアウト。 

・センターラインから左右交互に打球を打ち分ける。 

（前の打者が左なら、次打者は右に打つ。）２回連続失敗でアウト。 

・ファウルやグレーのエリアから打球が出ない場合は、打ち直しとする。 

・打者は、バットを投げないように、走路上の○印の位置に置く。 

守備側 
・ファースト、セカンド、サード、ショートの４つのポジションを守る。 

（１つのポジションに２人が守る場合は、交代しながら守る。） 

バット
置場

バウンド

インフィールドライン
審
判

審
判

守備側

攻撃側

センターライン

バウンドさせるエリア
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条件づけられたゲームⅢ（状況判断を伴うフォースアウト局面）１死走者満塁 内野ゴロ

目 標 
攻撃側は、左右にゴロを打ち分け、３塁走者を本塁へ生還させる。 

守備側は、３塁走者の得点を阻止する。 

人 数 １チーム５～６人。 

試合時間 ・１試合８分程度とし、２～３イニングとする。 

   

   

ルール 

 

 

 

 

 

得点方法

（守備側） 

・本塁でアウトをとると２点。 

・本塁以外の塁でアウトをとると１点。 

コート 

・内野のフィールドのみを使用する。 

・塁間は、16ｍ～18ｍで、生徒の実態に応じて設定する。 

・打球をバウンドさせるエリアは、ホームベースから10ｍの半円とする。 

・インフィールドラインは、投手板から18ｍの半円とする。 

攻守交替 ・攻撃側の打者が二順したら、攻守交代する。 

攻撃側 

・いつも１死走者満塁の状況ではじめる。 

・ティースタンドを使用する。（ボールの高さやコースは調整してよい。） 

・内野のグレーエリア内に打球をバウンドさせる。２回連続失敗でアウト。 

・センターラインから左右交互に打球を打ち分ける。 

（前の打者が左なら、次打者は右に打つ。）２回連続失敗でアウト。 

・ファウルやグレーのエリアから打球が出ない場合は、打ち直しとする。 

・打者は、バットを投げないように、走路上の○印の位置に置く。 

守備側 
・ファースト、セカンド、サード、ショートの４つのポジションを守る。 

（１つのポジションに２人が守る場合は、交代しながら、守る。） 

バット
置場

バウンド

インフィールドライン

審
判 審

判

審
判

守備側

攻撃側

バウンドさせるエリア

センターライン
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条件づけられたゲームⅣ（複雑な状況判断を伴うフォースアウトとタッチアウトを選択する局面）  

１死走者２塁 外野への打球 

目 標 
攻撃側は、外野へ打球を打ち、２塁走者を本塁に生還させる。 

守備側は、中継プレイで、２塁走者の得点を防ぐ。 

人 数 １チーム９～10人。 

試合時間 ・１試合15分程度とし、３～４イニングとする。 

   

ルール 

 

 

 

 

 

得点方法 

（攻撃側） 

・本塁へ生還すると１点とする。 

コート 

・内野と外野のフィールドを使用する。 

・塁間は、16ｍ～18ｍで、生徒の実態に応じて設定する。 

・インフィールドラインは、投手板から18ｍの半円とする。 

攻守交替 ・攻撃側の打者が一順したら、攻守交代する。 

攻撃側 

・いつも１死走者２塁の状況ではじめる。 

・横からのトスで打撃をする。生徒の実態に応じて、打撃ではなく、投げ入れて

もよい。 

・インフィールドラインを越えない場合は、アウトとする。 

・センターラインから左右交互に打球を打ち分ける。 

・打者は、バットを投げないように、走路上の○印の位置に置く。 

守備側 

・打球がインフィールドラインを越えるまでボールに触れることができない。 

・キャッチャー、ファースト、セカンド、サード、ショート、レフト、センター、

ライトの８つのポジションを守る。（１つのポジションに２人が守る場合は、

交代しながら守る。） 

・生徒の実態に応じて、外野手を１人増やしてもよい。 

審
判

守備側

攻撃側

インフィールドライン
打球

送球
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条件づけられたゲームⅤ（複雑な状況判断を伴うフォースアウトとタッチアウトを選択する局面） 

１死 走者２塁 内野ゴロ 

目 標 
攻撃側は、左右にゴロを打ち分け、３塁へ進塁や１塁に出塁する。 

守備側は、３塁への進塁や１塁への出塁を阻止する。 

人 数 １チーム５～６人。 

試合時間 ・１試合８分程度とし、２～３イニングとする。 

   

   

ルール 

 

 

 

 

 

得点方法

（攻撃側） 

・３塁へ進塁すると２点。１塁へ出塁すると１点。 

・打球がゴロでインフィールドラインを越えると１点プラス。 

コート 

・内野のフィールドのみを使用する。 

・塁間は、16ｍ～18ｍで、生徒の実態に応じて設定する。 

・打球をバウンドさせるエリアは、ホームベースから10ｍの半円とする。 

・インフィールドラインは、投手板から18ｍの半円とする。 

攻守交替 ・攻撃側の打者が二順したら、攻守交代する。 

攻撃側 

・いつも走者２塁の状況ではじめる。 

・ティースタンドを使用する。（ボールの高さやコースは調整してよい。） 

・内野のグレーエリア内に打球をバウンドさせる。２回連続失敗でアウト。 

・センターラインから左右交互に打球を打ち分ける。 

（前の打者が左なら、次打者は右に打つ。）２回連続失敗でアウト。 

・ファウルやグレーのエリアから打球が出ない場合は、打ち直しとする。 

・打者は、バットを投げないように、走路上の○印の位置に置く。 

守備側 
・ファースト、セカンド、サード、ショートの４つのポジションを守る。 

（１つのポジションに２人が守る場合は、交代しながら守る。） 

バット
置場

インフィールドライン

審
判

審
判

守備側

攻撃側

バウンドさせるエリア

センターライン

バウンド
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３ 教具の提案 

（１）学習ノート・カードの検討 

宇土らは、「学習資料には、学習者が記録や達成の状況などを実際に記録していく記録カード、

学習の方法や練習の仕方に関する印刷物や資料などがあげられる。 

これらの教具に共通するのは、学習者が現在持っている力を知って、具体的な学習の課題を決

めたり、練習の仕方や作戦を工夫したり自分たちでできばえや活動の進め方を評価していくため

の手がかりを見付けていくために用いられる点にある。学習をより活発にし、自発的、自主的に

学習の内容を深めていくために欠かせない学習資源であり、学習者にとってわかりやすく、使い

やすいようにその内容が工夫されなければならない。」５）と述べている。これを基に、本研究で

は、生徒が毎時間記入する「学習ノート」、条件付けられたゲームで記入する「ゲーム記録カード

①」、メインのゲームで記入する「ゲーム記録カード②」条件付けられたゲーム後の話し合いで活

用する「守備の戦術カード」を作成した。 

ア 学習ノート 

図３－２は、予備アンケート「体

育の授業で自分やチームの課題を

設定していましたか」に対しての

回答の割合を示したものである。

「設定していない」「あまり設定し

ていない」と答えた生徒が全体の

39.0％であり、課題を設定してい

ない生徒が多いことがわかる。 

図３－３は、予備アンケート「体

育の授業で自分やチームの課題の

解決方法について考えていました

か」に対しての回答の割合を示し

たものである。「考えていない」「あ

まり考えていない」と答えた生徒

が全体の44.0％であり、課題の解

決方法を考えていない生徒が多い

ことがわかる。 

                     

 

 

 

   

そこで、学習ノートの作成において、次のような工夫を考えた。 

○学習のねらいや道筋を明確にして、１時間ごとに記入できるようにする。 

○その時間の学習内容の確認、自己の課題の設定や授業の振り返りを行うことができるよ

うにする。 

○ルールや試合の運営の仕方、投球・捕球・打撃動作の技術構造などを記載した。 

授業の際には、前述のような工夫をした学習ノートを使用して、課題を設定し、解決のため

の練習の工夫を行い、本時の学習や課題について振り返るといった流れで、毎時間記入するこ

とにより、自己の学習成果の変化に気づくことができ、新たな課題に向かわせることが期待で

きる。 

また、具体的な課題を生徒に立てさせるような質問を設定し、記述できるようにすることで、

課題を明確にし、思考・判断しながら学習し、より質の高い学習活動を行うことが期待できる。 

 

図３－２ 「体育の授業で自分やチームの課題を設定し

ていましたか」 

n=62

ときどき設
定していた

46%

あまり設定
していない

34%

設定して
いない

5%

いつも設定
していた

15%

図３－３ 「体育の授業で自分やチームの課題の解決方

法について考えていましたか」 

n=62

考えて
いない

10%

いつも
考えていた

18%

ときどき
考えていた

38%

あまり考え
ていない

34%



 50

イ ゲーム記録カード①② 

これまでの私のソフトボールの授業実践においても、ゲーム記録カードを使用してきたが、

ゲームの記録をしていく上で、記録をする際の規準が明確でないことや記入方法が複雑であっ

た。また、記入することが多く、ゲームを見ながら記録をすることがうまくできないことなど

により、有効な記録があまり取れていないことが多かった。そこで、ゲーム記録カード作成に

おいて、次のような工夫を考えた。 

（ア）ゲーム記録カード①（条件づけられたゲーム） 

○捕球の技能、送球したベース、送球の技能、バックアップの動き、ベースカバーの動きに

ついて記録できるようにする。 

○それぞれの技能や意思決定の記録については、次の表３－５「内野手の状況に応じた守備

の評価の規準」に準じて、それぞれの技能がうまく発揮されているか、ボール保持者の意

思決定が適切にできているかを判断する規準を具体的に記載した。成功した場合に○を、

失敗した場合には、×を付ける。動きについては、できた場合は○を、できていない場合

は×を付ける。送球したベースについては、打球や走者の状況から適切であった場合は○

を、不適切な場合は×を付ける。 

○試合をしていないチームの生徒が、守備のプレイヤー、一人に対して必ず一人を観察し、 

記録をする。 

 

記録をし、評価をすることで、本研究で目指している内野手の状況に応じた連携した守備

力の高まりについて、学習成果として実現されているかどうか確認することができることや

生徒がゲーム内容を振り返り、個人やチームの課題を明確にすることができることなどが期

待できる。 

評価の活用方法としては、 初に行う条件づけられたゲーム後に、チームの課題を見付け

出すための話し合いに活用することや課題練習後に行われた条件づけられたゲームの成果を

チームで振り返る活動に活用する。その具体的な評価規準を以下のように示した。 

      

表３－５ 内野手の状況に応じた守備の評価の規準 

ボール操作 

 記 録 内 容 

捕球 

有効 
 
 
非有効 

打球を後逸せず捕球することができた。 
※打球をはじいたり、体に当たったりした場合については、体の１
ｍの範囲内で一連の流れでボールを拾うことができた場合も含む。
打球を後逸してしまい捕球することができなかった。 

送球の 
意思決定 

適切 
 
不適切 

ランナーの進塁を阻止できる塁を選択しようとした。 
※進塁を阻止できないと判断し、別の塁を選択した場合も含む。 
ランナーの進塁を阻止できる塁を選択できなかった。 

送球 

有効 
 
非有効 

選択したベースに相手が捕球しやすいボールを投げることができ
た。 
選択したベースに相手が捕球しやすいボールを投げることができな
かった。 

ボールを持たないときの動き 

 記 録 内 容 

進塁先の 
ベースカバー 

適切 
 
不適切 

ランナーの進塁を阻止できるベースに移動している。 
 
ランナーの進塁を阻止できるベースに移動していない。 

仲間の後方に 
回り込む動き 

適切 
 
 
不適切 

チームメイトの捕球や送球のバックアップに動いている。 
※打球や送球に反応しただけの動きは含まれない。 
※打球や送球の捕球が完了するまでバックアップに動いている。 
チームメイトの捕球や送球のバックアップに動いていない。 

 



 51

（イ）ゲーム記録カード②（メインゲーム） 

○試合の状況を見ながら、簡単に記入できるように項目にチェックを入れるような形式にす

る。 

○①打球の軌跡、②打者走者・走者の状況、③打球の種類（ゴロ、フライなど）、④その結果

（アウト、ヒットなど）といった順番で記入する。 

 

このような工夫をしたゲーム記録カードを使用することで、ゲームにおける戦術、技能の

課題、その原因をより具体的に理解することができ、課題解決に向けての手掛かりになるこ

とや記録されたゲーム記録カードを基にチームでの話し合いが活発になることが期待できる。 

（ウ）守備の戦術カード 

これまでの私の授業実践では、状況に応じた連携した守備の理解と技能発揮に課題を抱え

ていた。チームの一人ひとりが状況に応じた行動を理解していないと、たとえうまくゴロが

捕球できたとしても、送球する塁に味方の内野手がベースカバーに入っていないためにアウ

トにすることができない。そこで、チーム全員が、戦術を理解し、共有できるように、守備

の戦術カード作成において、次のような工夫を考えた。 

○状況に応じた守備位置やその理由を記述する。 

○ボール保持者の送球位置、その他の守備の動き（ベースカバー、バックアップ）の軌跡を

図示できるようにする。 

 

このような工夫をした守備の戦術カードを使用して、チームでの話し合いをしながら、記

入することにより、状況に応じた守備位置やボール保持者の送球位置、その他の守備の動き

（ベースカバー、バックアップ）などの戦術の理解を深めたり、共有したりすることが期待

できる。 

 

（２）学習ノート・カードの提案 

ア 学習ノート 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）ゲーム記録カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動内容 
学習のねらい 

授業の 
振り返り 

写真での技能の 
ポイントの解説

課題の設定 
と反省 
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イ ゲーム記録カード①（条件づけられたゲーム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ ゲーム記録カード②（メインゲーム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録する守備チーム（　　　　　　）班　　　　　記入者（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

対戦カード （　　　）班 対 （　　　）班
結　果 （　　　）点 対 （　　　）点

①捕　球 捕球すると○　後ろにそらすと×を付ける　（ただし、ボールを落としても体の１m以内で、すぐ拾ってプレーを続ければ△）

打者や走者の状況から送球したベースが適切であれば○　不適切であれば×を付ける

例（不適切：打球が弱く、アウトにすることができないタイミングであるのにベースへ送球した）

ベースいる相手に捕球しやすいボールを投げると○　相手が捕球してアウトだと●を付ける

相手が捕球できないボールを投げたら×付ける　（ただし、捕球できるボールを投げて相手が捕球できない場合は○）

④ベースカバー ランナーの出塁や進塁を阻止できるベースに移動できていたら○　移動できていない場合は×を付ける

⑤バックアップ 仲間の捕球や送球にバックアップの動きができていたら○　移動できていない場合は×を付ける

①捕球 ②ボール保持者の意思決定 ③送球 ④ベースカバー ⑤バックアップ

成功○　失敗× 適切○　不適切× 成功○　失敗×　アウト● 成功○　失敗× 成功○　失敗×

ゲーム記録カード①　（条件づけられたゲーム）

名　　前

③送　球

②ボール保持者の
　 意思決定

　　　月　　　日　　　　ゲーム状況　（　　　）アウト（　　　）塁

ゲーム記録カード②　メインゲーム　　　　月　　　日　　対戦カード　（　　　　）班　対　（　　　　）班　　記入者（　　　　　　）アナウンス（　　　　　　）
team 1 2 4 5 7 R

打順 名　前 ☐三振 ☐シングルヒット ☐三振 ☐シングルヒット ☐三振 ☐シングルヒット

☐ゴロ ☐ツーベース ☐ゴロ ☐ツーベース ☐ゴロ ☐ツーベース

☐ライナー ☐スリーベース ☐ライナー ☐スリーベース ☐ライナー ☐スリーベース

☐フライ ☐ホームラン ☐フライ ☐ホームラン ☐フライ ☐ホームラン

守備位置

☐アウト ☐アウト ☐アウト

☐エラー ☐エラー ☐エラー

打順 名　前 ☐三振 ☐シングルヒット ☐三振 ☐シングルヒット ☐三振 ☐シングルヒット

☐ゴロ ☐ツーベース ☐ゴロ ☐ツーベース ☐ゴロ ☐ツーベース

☐ライナー ☐スリーベース ☐ライナー ☐スリーベース ☐ライナー ☐スリーベース

☐フライ ☐ホームラン ☐フライ ☐ホームラン ☐フライ ☐ホームラン

守備位置

☐アウト ☐アウト ☐アウト

☐エラー ☐エラー ☐エラー

6

打点（　　　　）点

打点（　　　　）点

3

３打席目２打席目１打席目

打点（　　　　）点

打点（　　　　）点

1

2

打点（　　　　）点

打点（　　　　）点

④

⑧

⑥

①
③⑤

⑦ ⑨
④

⑧

⑥

①
③⑤

⑦ ⑨

④

⑧

⑥

①
③⑤

⑦ ⑨
④

⑧

⑥

①
③⑤

⑦ ⑨

④

⑧

⑥

①
③⑤

⑦ ⑨

④

⑧

⑥

①
③⑤

⑦ ⑨
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エ 守備の戦術カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）視聴覚教材の検討 

上條は、「体育授業で現在もっとも多く活用されている教育機器は、視聴覚機器である。行おう

とする運動のイメージをつかむための写真や掛け図は体育館などに掲示して日常的に活用するこ

とができる。また、室内で熟練者の運動のビデオやスライドを見ることによって、その運動のイ

メージを知ることもできる。」13）と述べている。これを基に、本研究では、単元の診断的・復習

的段階で活用するものとして、「ボール操作」と「バット操作」についての視聴覚教材を考えた。

また、形成的段階（習得と活用）では、戦術学習を計画しているため、条件付けられたゲームの

後に話し合いの場面において活用できる視聴覚教材を考えた。視聴覚教材作成において、次のよ

１　１死走者１塁では、守備位置をどのようにしたらよいだろうか？　　　その理由は？

２塁 １塁

２　打球を捕球後、２塁と１塁のどちらに送球すればよいだろうか？優先順位を書こう。

３　それぞれの打球に対しての動きを書こう。（ボールの動きは波線　～　で、　野手の後の動きは、実線　→　で書く）

守備の戦術カード　　条件づけられたゲームⅡ　１死走者１塁　内野ゴロ

サードゴロ

ショートゴロ

ファーストゴロ

セカンドゴロ
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うな工夫を考えた。 
○プレゼンテーションソフトを活用し、画面をクリックすれば、動画が再生されるようにする。 
○動画の中に技能のポイントとなる解説を加える。 
○スローモーションでも再生できるようにする。 
○戦術学習で利用する視聴覚教材においては、アニメーションを使い、動きに合わせて解説を加

えた。その後、実際の人の動きの動画によって確認できるようにした。また、授業で計画した

条件付けられたゲームに合わせて作成するとともに、様々な場面を想定して作成する。 
 

このような工夫した視聴覚教材を場面に応じて活用することによって、「ボール操作」、「バット

操作」の視聴覚教材では、技能のポイントが理解しやすくなり、知識の習得や技能を高める効果

が期待できる。「戦術学習について」の視聴覚教材では、守備の戦術（設定された各状況における、

内野手のベースカバーやバックアップの動きなど）などのアニメーションや実際のプレイの動画

を視聴することにより、それぞれの条件付けられたゲームにおける守備の戦術を確認し、知識を

定着させることや戦術の理解を深め、チームで共有を図ることが期待できる。また、パソコンを

利用し、学習場所に設置して、補助的教材として活用できるようにする。生徒は、自分の課題に

応じた技能の見本をいつでも見ることができ、学習の効率化や技能などの習得に役立てることが

期待できる。 
 
（４）視聴覚教材の提案 

ア 「ボール操作」「バット操作」の視聴覚教材 

    「ボール操作」と「バット操作」の技能を学習する場面で、プレゼンテーションソフトで動

画を視聴させながら説明を行う。また、授業では常時見ることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 「戦術学習について」の視聴覚教材 

戦術学習における条件づけられたゲーム後の話し合いの場面において、守備の戦術（設定さ

れた各状況における、内野手のベースカバーやバックアップの動きなど）などのアニメーショ

ンや実際のプレイの動画を視聴する。また、授業では常時見ることができるようにする。 
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（５）その他教具の検討と提案 

ア ティースタンドについて 

図３－４「下投げで軽く投げら

れたボールに対して思い切ったス

イングでボールを当てることがで

きますか」に対しての回答の割合

を示したものである。「当てること

ができない」「あまり当てることが

できない」と答えた生徒が46％で

あり、投球に対する打撃の技能に

課題がある。 

今回の授業の条件づけられたゲー

ムでは、打撃時に、ティースタンド

を使用して行う。止まっているボー

ルを打つため、相手のピッチャーの

投球に左右されないことや投球され

るボールより、ミートしやすいため、

バット操作の技能が苦手な生徒にお

いても主体的に取り組むことが期待

できる。 

また、ピッチャーの暴投、打者の

空振り、ファウルを打つことが減る

ことやゴロを左右に打ち分けること

が誰でも比較的容易にできることか

ら、守備側の戦術学習の効率化が期

待できる。        

さらに、本研究で使用するティー

スタンドは、ボールの高さやコースを可動させることができるので、打撃についてもそれぞれ

の高さやコースに対応したミートポイントを的確に体で覚えることができるようになることや

実際の投球に対しても様々な高さやコースのボールをミートする能力が向上すること、自分自

身のスイングの軌道がボールに対応できているかを確認できるということが期待できる。 

イ 作戦ボードについて 

    河野は、「ゲーム的な要素を持った学習において、子どもたちがチームやグループで、ねらい 

に沿った作戦や方法を考えたり、確かめたりするときに使う用具である。話し合い活動が活発 

化したり、情報を交換することやゲームを分析する能力を高めるこができ、ゲームの質を高め 

ることに大変有効である。」14）と述べている。 

本研究では、ソフトボールのフィールドが示されたボードとマグネットを使用する。実際の

フィールドのプレイヤーをマグネットに見立てて使用し、自由に位置を変えながら、プレイヤ

ーの動きについてチームで試行錯誤しながら、イメージすることが期待できる。 

また、課題解決に向けたチームでの話し合いや作戦を設定する場面などで活用する。そのこ

とで話し合いを活発化させ、チームでの戦術の理解と共有を図ることが期待できる。 

 

 

 

 

 

 

図３－５ ティースタンド（写真） 
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第４章 研究のまとめと今後の展望 

１ 研究のまとめ 

これまでの私の授業実践においては、単元の前半に、スローイング、キャッチング、バッティン 

グなどの個人的技能の指導を行い、後半は、ゲームを中心に展開し、ゲームの場面に応じて集団的

技能を指導していた。そのような実践の中で、多くの生徒は、ボールをバットで打つ楽しさや打た

れたボールを捕って投げてアウトにするといった面白さは、味わえていたと感じる。予備アンケー

トからも、80％以上の生徒がそれらについて楽しさを感じている。しかしながら、実際のゲームに

なると、攻撃側は、ヒットを打つことやボールを遠くに飛ばすこと、やみくもに前の塁を目指すこ

とに終始し、守備側は、アウトカウントや走者の状況などからどのようにプレイするのかといった

戦術の理解が乏しく、学習した技能をゲームで十分に発揮することができないでいた。その結果、

簡単に進塁や得点をすることができ、作戦や戦術の工夫が図られない攻防が見られ、お互いに大量

失点を繰り返すようなゲームの様相となり、一過性の楽しさや喜びだけを味わう授業になっていた。  
その原因を考えると、教師の指導の現状として、学習過程の工夫や教材・教具の充実が不十分で

あった。また、生徒の現状として、連係プレイの要である内野手の状況に応じた「ボール操作」、「ボ

ールを持たないときの動き」の理解と技能発揮に課題があると考えた。 
そこで、今回の研究では、戦術学習モデルを基にした学習過程と教材・教具の工夫をすることに

よって、内野手の状況に応じた連携した守備力が高まるであろうと考え、１つの授業モデルを提案

することとした。図４－１は、本研究の授業提案における指導の工夫についてまとめたものである。 
今回の学習を通して、生徒の内野手の状況に応じた連携した守備力が高まることで、失点を 小 

限に抑える守備ができるようになると考える。攻撃側は、その守備を破って得点しようと戦術や作

戦がさらに工夫されていくといった相乗効果が生まれる。そして、自己のチームや相手のチームの

特徴を踏まえた作戦を立てて勝敗を競うような、ゲームの質的な高まりやより発展的な学習が可能

となり、一過性の楽しさだけではなく、ソフトボール本来の攻防を展開することの楽しさなどを味

わうことができると考える。また、「態度」や「知識、思考・判断」の学習内容についても、これら

の工夫を通して学習することができ、よりソフトボールの特性に深く触れることができると考える。 
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図４－１ 本研究の授業提案における指導の工夫のまとめ 
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２ 今後の展望 

今回の授業提案では、守備側の内野手に焦点をあて取り上げたが、外野手も含めた総合的な守備

力を高めること、さらには、攻撃と守備を１単元のなかでバランス良く学習し、相互にそれぞれの

技能や戦術を関連付けながら、個人の技能や集団としての技能を高める学習過程や教材・教具のさ

らなる工夫が必要であると考える。 

また、新しい学習指導要領では、中学校の第１学年から第２学年の中で、必ずベースボール型を

学習することとなった。今後、ソフトボールの学習経験がある生徒が入学してくることとなるが、

それぞれの生徒の学習には、ばらつきがあることも考えられる。さらに、高等学校学習指導要領解

説では、卒業後もソフトボールを継続していけるように生涯スポーツの場面で運用される一般的な

ルールを取り上げることが示されている。そのような中で、生涯スポーツにつなげていくためには、

個々の生徒の技能の差を埋めることができるような学習を保障するとともに教師は、学習指導をよ

り一層工夫することが大切あると考える。 
 

３ 最後に 

今回、長期研究員として、多様な研修に参加させていただいたり、研究を通じて、文献を研究し 

たり、あるいは授業の構想を練ったりと、これからの教員生活を送っていく中で、大変有意義な経

験をすることができた。今回の研究では、様々あるソフトボールの戦術学習について、理論を基に

整理し、生徒が戦術を理解するとともに、学習内容を身に付けていくためのより良い学習過程を特

定することができたと考える。また、教材、教具の工夫をすることによって、より効果的に学習内

容や戦術について理解を深め、身に付けることができるのではないかということがわかった。これ

から学校現場に戻っても今回の経験を糧にして、授業実践に生かしていきたい。そして、一人でも

多くの生徒が、スポーツの楽しさや喜びに触れ、生涯スポーツの実践へとつながっていけるように

日々努力していきたいと考える。 
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